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平成3年度富山 大 学 入 学 式告辞

た だ い ま ， 入学を許可 さ
れま し た1,654名 にのぼる皆
さ ん は， 本学の各学部， 大
学院及 び専攻科へ， め で た
く 入学 さ れた方々 で あ り ，
本学の教職員一同， 心か ら
祝福す る と と も に歓迎の意
を表 し ま す。 難関を突破 し
てめでた く 入学 さ れ た諸君

や御家族の方々 のお慶びは さ ぞか し と思います。 選ば
れた者の幸せと 誇 り を 自覚す る と と も に， 本日 の感激
を忘れる こ と な く ， これか ら 4 年間の充実 し た悔いの
ない大学生活を送 っ て ほ しいと思います。

さ て， 大学は こ れま で， 学術や文化の向上は言 う ま
で も な く ， 豊かで活力あ る社会の形成に様々 な寄与を
して き ま し た。 今後の？J.'J動的かっ不透明な時代におい
て も， 学術や文化の継承に努め る と と も に， 技術革新，
国際化・情報化の進展， 産業構造の変化等に適切に対
処 し 社会の各方面で活躍 し得る人材の養成に努めて
し 、かな く てはな り ません。

し か し なが ら， 今日 「未来投資」 型の高学歴化が進
展す るなかで， 教育の量的拡大に よ る大学の大衆化と
と も に， 学生の質の低下や大学の レ ジャーラン ド化が
社会の批判を浴びてお り ま す。 今 日 の高等教育が直面
している問題の一面は， 一方で は科学技術文明の急速
な展開に伴 う 高度の専門性の要求に対 して， 他方で は，
いわゆる大学の大衆化， 学生層の増大 と その質の多極
化への対応と い う ， 現実に矛盾 し た要素を含んでい る
こ と であ り ま す。

大学教育は本来， 個々 の学生諸君がそれぞれ 目 的 と
する専門知識や 自 己の人格を完成す る ための広い知識
の習得を願 う 本質的な学習意欲に こ たえ， これを助け
る ものでな く てはな り ません。 しか しなが ら， 最近の
学生諸君の中に は， 自分で考え， 行動 し学習に取 り 組
む積極性に欠ける嫌いがあ り， 教え られる だけで満足
する受け身の勉強に終始す る傾向が強いの は残含、に思
います。 高校と 大学の教育水準を 日 米間で比較する と
正に逆転の構図があ る と言われてお り ま す。 我が国に
比べ米国のハ イ ス ク ールの教育内容に は問題が多い と
言われていま す。 教育の個性化の行 き過ぎか ら， 数学

おお い の』買 いち

学 長 大 井 信 一

や外国語な ど基礎学力にかかわ る科目 を ほ と ん ど履修
せずに卒業 して し ま う 生徒 も少な く ないよ う であ り ま
す。 し か し， 大学や大学院の高等教育部門 と な る と ，
米国の国際競争力は圧倒的に優れ， 高等教育の水準の
高 さ が は っ き り してお り ます。我が国の大学が受験勉
強に明け く れた後の息抜 きや， 厳 し い社会へ送 り 出 さ
れる前のモ ラ ト リ ア ムの場 と よ く 言われるのに対 して，
米国で は大学は本格的な教育体験が始ま る場と して，
ま た平板な教育 しか受けて来なかっ た高校卒の普通の
若者が世界のエ リ ー ト へ と 自 らの力量を開拓 してい く
魔法の世界 と して機能 してい る と まで高 く 評価 さ れて
お り ます。 こ う して， 高校卒業時 には世界的な学力を
誇る我が国の学生仏大学卒業時 と な る と 米国の学生
に圧倒さ れる逆転現象が見 られる こ と は誠に残念であ
り ま す。 大学に入る こ と だけを目的に した激 し い受験
競争に疲れた我が国の高校卒業生は大学に入る と活力
を失 う と と も に， 繁栄 と 安定の中で経済的豊か さ に馴
れて， 環境変化に対す る耐性の欠乏や， 家庭や学校に
おける過保護や干渉によ る 自立の遅れな ど若者の聞に
疲労感や無気力感が広が っ ているよ う に感 じ ま す。 同
じ世代の う ち 4 割に満たない諸君だけが 4 年間の大学
生活を送 る 機会をつ かんだ幸運 に感謝す る と と も に

「何と な く 過 ごす」 には， あ ま り に も貴重な学生時代
を， 受験勉強でやれなか っ た多様な視点に立 っ た学問
の探求や人間形成に全力を傾注 してほ しいと思い ま す。

明 日 か ら始ま る富山大学における諸君の勉学におい
て， これか ら 1 年半の教養課程を知何に有意義に， 実
り 多い履修に終わ らせるかがさ し当た っ て諸君 と 教官
と の共同作業の最大の 目標であ り ま す。 こ の間， 諸君
は学問を通 じて広い知識を身に付ける と と も に， も の
を見る 目や 自主的， 総合的に考え る力を養 っ て， 幅広
い良識を持 っ た， そ して独立 した人間 と して 自分に責
任を負 う よ う な， 新 しい価値観， 倫理観を持 っ た社会
人と しての基礎を確立 し な ければな り ません。 特に戦
後教育に欠落 してい る と 言われる我が国の歴史， 文化，
社会な どについて改めて問い直 し 国際化時代に対応
して異文化と の交流に深い理解を示すために も， 自 国
のアイ デ ン テ ィ テ ィ ーを明確にすべきだと思います。
ま た活発な課外活動を通 じて体を鍛え， 心を聞 き， 先
輩や同輩と の交流によ っ て多 く の人間関係を作 り 自 己
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の人間形成に努めてほ し い と 思い ま す。 心身 と も に充
実 した教養課程を終え， 全員そ ろ っ て専門へ移行す る
こ と を期待 しています。 さ て次に， 大学院や専攻科に
進学 した諸君に一言申 し添え ます。 諸君はそれぞれの
専攻分野において研績を積み， 各 自 の個性と創造性を
伸ば して ほ し い と 思い ま す。 今 日 の科学技術文明の急
速な展開に伴 う 高度の専門性の要求に対 して， 学部教
育のみでは充分な対応は困難であ り ま す。 与え られた
選択肢の中か ら答えを選ぶの は得意か も知れま せんが，
既製品の答えがあ るか ど う かわか ら な い応用問題だ と ，
果た してど う で し ょ う か。 研究 と な る と 応用問題よ り
も更に先であ り ま す。 研究 と は， 何が問題なのかを 自
分で見つ け， 切 り 開いて答えを見つ けな ければな り ま

せん。高度の専門職業人と して他 日 を期する ために，
一層の学識と広い視野を身に付け ること を期待 し ま す。
申すま で も な く ， 経済的豊か さ の追求のみがいたず ら
に先行 している今日 の我が国の状況は必ず し も好ま し
い環境ではあ り ま せん。 特に， 科学・技術の独 り 歩 き
か ら発生 し やすい社会的諸問題が今後 ますま す増大す
る傾向があ り ます。 こ う した事態に対応する ために は，
人文， 社会科学及び芸術な どの研究や創造を活発に し
バラ ン スの と れた住みよ い社会の創設 と豊かな人間性
の回復を図 る こ と が， 21世紀を 目指す諸君に期待 さ
れてお り ま す。 ど う ぞ一層の努力をお願い し ま す。

簡単であ り ま すが， これを も っ てお祝いの言葉と い
た し ます。

新 入 生 諸 君 へ

この稿の想を練 っ ている今
は， 窓外に残 り の花が散 り ，
廊下には教室を探す新入生諸
君の若々 し い ざわめきがあ り ，
早緑に芽吹 く ユ リ ノキ並木に
各サー ク ルの立看板が文字通
り 林立 し 教養部の内外は毎
年のこと なが ら一年若返 っ た
よ う な新 し い空気に包まれて

い る のを感 じ る。 何事に もせよ 「新 し しりと い う 事に
は， それが新 し い と い う 理由だけで も， あ る種の緊張，
期待， 不安がつ き ま と う 。 「初心忘 るべか らずJと は
この緊張が持続せぬ も のであ ること を裏側か ら説いた
言葉で も あ ろ う 。 緊張か ら解放された い と 願 う の は人
の常だか らであ る 。

今この稿を読んでい る諸君は， 入学以来すでに二ヶ
月 ほと‘が経 っ て， はた してどのよ う な状態に い る のだ
ろ う か。 大学生と しての勉学態勢や生活条件は整 っ て
いるだろ う か， 富山大学と い う 制度 ・ 機構の中で 自分
が占めている現在の立場について明確な 自覚が生 じて
い る か， 教養部生活の一端に触れて諸君の感想は ど う
であ ろ う か……， 諸君に間し 、かけた いこ と は多い。

と ， ここま で書いて中断 し たま ま ， 帰宅 して漫然 と
テ レ ビを見てい る と ， 偶然あ る大学の入学式風景が
映 っ て， リ ポ ー タ ーがあ る新入生に， 「大学に入っ て

おお たに しげ ひこ

教 養 部 長 大 谷 重 彦

何を し ま すか。 」 と訊ねた。 「遊びま すJ と そ の新入
生は笑 っ て答え た。 その笑い は快活で， 皮肉の窮 り は
ないよ う に見えた。 私は書きかけ たこの原稿を思い出
して苦笑せざるを得なか っ た。 「初心忘るべか らずJ
な どと 書いたが， 「遊びたしリと い う のが初心であれ
ば， 事態は逆転 して， 「初心忘るべ しJと な ろ う 。 だ
が考えてみれば， 受験期に入 っ てか ら の諸君に と っ て
はその毎 日 が緊張の連続であ っ た。 大学入学はその緊
張か らの解放でこそ あれ， 更に新たな緊張を強い る も
のではないのか も し れな し 、。 そ の観点か らすれば，

「遊びます」 と い う 屈託のな い宣言 も一応は理解で き
ょ う 。

既に諸君 も感 じてい る よ う に， 教養部生活はかな り
自 由であ る。 履修 し よ う とする科目 に よ っ ては制度上
の制限はあ る も のの， そ の制限の範囲内では， 履修科
目 の選択は本質的に は諸君の 自 由 に委ね られている。
いわゆ る 「講義 もの」 は も ち ろんのこ と ， 毎 日 の訓練
を必要 と するゆえに出席を点呼す る外国語や体育の授
業で さ え も， 欠席する 自 由を諸君は持っている。 「遊
び志向」 の新入生に と っ ては， 遊ぶ時間は充分にあ る
わけであ る。

ところで， 「遊びJと は一元的な定義を許さ ない多
義性を持つ概念であ る。 あ る大学の文学部には， あ る
専攻の主任教授を中心に卒業生の 有志が集 ま り ，

「 シ ュ ビー ルの会J と い う 研究会がで き て い る 。
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「 シュビール 」 (Spiel）と は「遊びJ と いう意味の
ドイ ツ語だが， 文学乃至人間研究のテーマ と も な り ，
ま た研究会の名称 と も な り 得るほどに， 「遊びJ と は
人間生活の中での重要Eつ高度な次元の概念であるこ
と を， 諸君は知ってほ しい。 この事を詳 し く 論じ る場
ではないが， 大学生と もなれば， 少な く と も軽 々 し く

「私は遊びま す 」な どと は断じて言ってほ し く ない。
入学式直後の教養部オ リ エ ンテー シ ョ ンの場で も述

べたように， 自 由を享受す る に は確固と し た 自律性が
必要である。 自分の事は自分で責任を と る覚倍がない
場合， 自 由 はむ し ろ人を不安に し 或いは人を放埠に
し 自 由 は遂にその積極的な意味を失う。 高校の制服
を脱 ぎ捨てた諸君は， 一歩大学の構内を出れば， 一般
の青年子女 と何等変る所のない姿を しているが， その
内面において諸君を一般か ら区別す る も の は， 大学生
と しての 自覚である。 諸君の 自 由 は大学生と しての 自
由であ り ， 諸君の遊びは大学生と しての遊びであ る。
この 自覚を欠けば， 当然のこ と なが ら， 社会は諸君の
大学生と しての存在を認めないであろう。

も ち ろん諸君のすべてが 「遊び志向」 の学生である
はずはない。 む し ろ強い 「専門研究志向Jを持つ学生
が諸君の大半を占める， と私は信じ る。 そ して， そう
し た諸君に とってこそ一般教育が大 き な意味を持つこ

と は， オ リ エ ン テー シ ョ ンで説いた と お り であ る。 そ
れを再言すれば， 特定の狭い専門領域に没入す る以前
に， 各 自の研究が人間社会に対して持つ意義を多角 的
に検討 して確認 し了解すること， いわゆる 「研究の為
の研究」 が結果 と して人間社会の幸せな発展を阻害す
る危険を防 ぐ為の視野の拡大， これが大学における一
般教育の学問上の意義である。 更に， 学問に対する こ
う した幅広い客観的な基本姿勢の獲得を通じて， 今後
一段 と 複雑になって行 く 社会の中で適正な判断力を
以って行動す る為の 「英知」 を養うこと， これが一般
教育の もつ人生上の意義であ る 。 この 「英知J， これ
を敢て 「教養J と呼んで も よいのではないか。

言うま で も な く ， 「教養J は一朝一夕 に身につ く も
のではない。 ま た， 現実の必要性・有用性のみに捉わ
れていて養え る もので も ない。 今の諸君に とっては一
見無縁 と 思え る も の も， それぞれにその存在理由 は有
る。 そ の存在理由を尋ね よう と す る姿勢を持てば， す
べての事象 と諸君と の聞に何等かの関 り が生 じ る はず
である。 そ の ような姿勢を と るゆと り ， ひま ， 言葉の
最も深い意味での 「遊びJ ， これこ そが「教養J を養
い得る物理的及び心理的基盤であろう。 諸君の教養部
生活がこの意味で真剣lj＿§＿つ有意義な も のである こ と を
希望 してや ま ない。

学 生 諸 君 へ

このたび， 私は学生部長に
就任 し ま し たが， この機会に，
平常， 感じていること を述べ
てみたいと 思います。

わが国では， いま や大学等
の高等教育機関への進学率が
約36% と な り ， 大学が 「大
衆化J し た と いわれてお り ま
す。 その ように多 く の若者が

進学でき るほど社会が裕福になったこと は喜ば しいこ
とであ り ますが， 反面， せっか く 大学へ進学 し なが ら ，
目的意識 も な く 無為に過 ご している学生を多 く 見かけ
るの は残念なこ と であ り ます。 長期間の受験勉強に耐
えて き た後なので， ある程度の患抜 きが必要なことは
理解で き ま すが， 4 年間あるいはそれよ り 長い休息を

ます だ の』さ ひこ

学 生 部 長 増 田 信 彦

とっている ように見え る学生がいるのはどうか と思わ
れま す。

大学は， いうま で も な く ， 教育 ・ 研究の場である と
同時に， 学生にとって人間形成の場で もあ り ます。 大
学におけ る人間形成は学問研究を通 して行われる も の
と ， 課外活動によ る も のがあ り ま す。 ク ラ ブ ・ サー ク
ル活動等を通 して， 知識 ・ 経験を体得 し， 自律性や責
任感を養った り ， ま た， 友人を作ること も大切であ り
ま す。

ところで． 最近は学生の価値観の多様化を反映 して，
多種多様な ク ラ ブやサー ク ルが存在 してお り ます。 そ
の中で， 練習や規律の厳 しいサー ク ルは敬遠さ れ， 行
き たい時に行けばよいような同好会が花盛 り の傾向が
あ り ま す。 しか し あま り に気楽 さ や楽 し さ のみを追
い求め る の は どうで し ょ うか。 と もか く ， 個々 の学生
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が もっと意欲と主体性を もって物事に取 り 組むこ と を
希望 し ま す。

青年時代は 自分の生き方を見つめ， 考え ること によ
り ， 人間形成を行うべ き時期であり ， 大学はそれに適
し た場所のーっ と考え られます。 そ こで， いろいろな
制約があ り ま すが， 大学は教育研究面での改善を図る
こと は も ちろん， 大学や地域において学生の課外活動
を促進す るために， 物心両面にわた り 支援をすべ きで
ある と考えてお り ま す。

最後に， 交通事故を起こ さ ないように注意を致 し ま
す。 動丘の 5 年間に富山大学の学生が 5 名 も交通事故

で亡 く なっていること は大変痛ま しい限 り であ り ま す。
そ れ ら の多 く は学生の過失に よ り 引き起こされた も の
であ り ます。 ま た， それ以上の数の人を交通事故で死
亡させた り ， 後遺症の残 る ような けがを させてお り ま
す。 そのような場合， 一生， 経済的あるいは精神的に
重荷を負って生 き な ければな ら な く な り ます。 過失の
中には， 「若気の過ちJで済 ま さ れること もあり ま す
が， 交通事故の場合， 起きてか らでは手遅れで， 生命
と か一生の問題にな ること が多いので， 車やオー ト バ
イ な どの運転で は， く れ ぐれ も無理な運転を し ないで
いただ き たい と 思います。

理 学 部 長 に 就任し て

4 月 l 日 付で理学部長に
就任 し 不得意 な 仕事への
不安 と そ れ に と ら われてい
る 間 も な い多忙な 日 々 が始
ま り ま し た 。 そ し て， 多 く
の 関係各位の御力添え を受
け つ つ ， 小黒前学部長 か ら
引 き 継い だ路を 3 週間余 り
歩んだ と こ ろ で す。 今後 と

も関係各位の御助言 ・ 御助力をお願いする しだいです。
最初の仕事は， 平成 4 年度版富山大学案内作成につ

いて， 今年度版のそれにある〔理学部の教育目標と特
色〕の検討で し た。 以下 （［ ］ 内〉にそ の全文を引
用 さ せていただ き ま す。

［未知の物事に対す る好奇心と， そ れを納得ゆ く ま で
調べ理解 し よう と す る探求心か ら， 純粋な 自然科学が
生れた。 そ して， 自然界を律する最も基本的な原理や
法員ljを究め る学問の研究と教育のために， 理学部が設
け られた。

このような理学の基礎的学問が， 今日産業の飛躍的
発展を も た ら し た先端技術開発の原動力 と な り ， さ ら
に主導的役割を果た して， 社会に大き く 貢献 している。
その結果， 企業で は基礎的研究の重要性に対す る認識
が高 ま り ， 理学部 出身者に大き な期待が寄せ られてい
る。 特に， 高度な技術を駆使す る分野でこの傾向か著
し し 、。

当理学部は， 後記の ように 5 学科で構成され， それ

まつ もと けん いち

理 学 部 長 松 本 賢 一

ぞれ特色ある専門教育が行われている。 いずれの学科
において も， 基礎学力 とこれに裏づけ られた創造性，
並びに教官 と の接触によ る人格の陶冶が 目指さ れてい
る。 さ ら に， 前記の ような社会的要請に応え るため，
広い視野 と 応用的能力 と を も っ人材育成に努めてい
る。 ］
私は， あ ら ためて， これをかかげる責務を想いつつ，
深 く 共感 し， これをその ま ま継承す る と と も に理学部
新入生に強調すること に し ま し た。

4 月 12 日 の理学部新入生への オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
で， 私は次のように 「挨拶J し ま した。

「新 し く 富山大学理学部の学生と な ら れた皆さ んを，
私たち理学部教職員一同は心よ り 歓迎 し ます。 そ して，
皆さ んが， 一般教育課程 と専門教育課程を順調に履修
し 社会人 と してのす ぐれた素養 と 高い専門的能力を
修得 して卒業 さ れる よう切望 し ま す。 私た ち も そのた
めに力を尽 く す所存です。

さて， 皆 さ ん は今， どのような入学の感激と誇 り を
お持ちですか。 大学での学び方についてどのようにお
考えですか。 ま た， 在学中に達成 したいどんな 目標を
お持ちですか。

私が先ず強調 したいこ と は， 皆さ んが， も し入学へ
の誇 り を持ち大学での学び方を早 く 身につ け し っ か り
し た在学達成自標を設定 しそれに 向 っ て努力する な ら
ば， 他の どこに も劣 らず 自 己を成長させること ので き
る学部一富山大学理学部ーに入学された と いうこ と で
す。 他の理学部のス タ ッ フか ら高 く 評価を受けている
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多 く の先生方が胸を張 って仕事を さ れています。 是非
皆さ ん も入学への誇 り を持ち未来に立向か っ て く ださ
い。 も し も， 何かそう させない想いが受験準備期 に植
付け られ尾をひいているな らば， 今ここでそれを き っ
ぱ り と捨て去 っ て く ださい。

つ ぎに， これま での進学優先のお膳立て と受身の度
合いの強か っ た学び方か ら脱皮 し， 一日 も早 く ， 自主
的 ・ 自発的に 目標と修学 コ ー ス を設定 し努力する学び
方を身につ け る よう訴えます。

そ して是非 し っ か り と受け止めてほ しいのは， 私達
が富山大学案内で公表 している， ［理学部の教育目標
と特色］， 即ち， ［（全文前記） ］， です。 即ち， 私たち
は， 皆 さ んが未知の物事に対す る探求心， 基礎学力 と
これに裏付け られた創造性， 人格の陶冶， 広い視野と
応用的能力等を修学目標の要と し努力す ること を切望
しています。 その ための先生方 と の接触への積極性を
私た ち は歓迎 し ま す。

皆さ んが， 一般教育課程 と専門教育課程を順調に履
修し 社会人と してのす ぐれた素養 と 高い専門的能力

を修得 して卒業されるよう繰返 し切望 し， 結びと します。 」
さて， 前記の［理学部の教育 目標と特色 ］ の前半は，

ま た， 理学部の研究 目標と特色で もあり ます。 ここで，
近年のこの分野での成果一多層多様な物質 ・ 地球 ・ 生
命 ・ 情報等に関する知見ピ、 ッ グバ ン に始ま る宇宙 と
物質の進化 ・ 形成や地球 と生命の進化 ・ 発展等に関す
る知見等々 ーの文化と文明に於け る意義を強調 し たい
と 思います。

科学 ・ 技術が政治 ・ 経済の益 々 大き な動因と な り そ
れ故に ま た政治 ・ 経済に益々 深 く 組み込ま れてゆ く 必
然的過程が， 世界的規模で， 進行 しています。 科学 ・
技術の基礎学部である理学部 は も ち ろ ん大学全体 もこ
の過程に包摂 さ れざ る を得ず， む し ろ そ の要の位置に
組み入れ られてい く こと にな るで し ょ う。 これが学部
や大学の教育 ・ 研究やその組織のあ り 方の検討を迫 る
一拡充整備に際 しては尚 更そうである一客観的要因 と
思いま す。 要の位置に相応 しい権威 と そのための私た
ちの主体的で前向 き の努力の必要性を強 く 感 じていま
す。

工 学部長就任のご挨拶

この度， 前作道工学部長の
あ と をうけて 4 月 2 日 か ら工
学部長に就任致 し ま し た。

さ て， 今年は年明け早々 に
湾岸戦争が始 ま っ た り ， いま
なお経済摩擦等々 で 日 本のお
かれている環境は何か と 厳 し
い状況にあること は衆知の通
り であ り ま す。

このような状況下において 日本の経済を支え る もの
は工業であ り ， 科学技術の進展 しか道が無いように思
われます。 幸い我が国の科学技術の進展は非常に 目覚
しい も のがあ り ， 自動車産業や電子産業は も と よ り 他
の多 く の生産技術分野において も先進国を リ ー ド し，
今日で は世界の工業国を凌駕する ま でにな り ま し た。

その結果我が国の経済規模はアメ リ カ に次いで世界
第 2 位， G N Pは第 1 位の地歩を築 き上げてき ました。
し か し これ ら の大事業は明治の初期以来我々 の先人
が先進諸外国か ら技術を学び習得 し， それら輸入技術

た だ しず お

工 学 部 長 多 々 静 夫

を改良ある い は応用す ること に よ っ て も た ら さ れた も
ので我が国独 自で開発さ れた技術は極めて少ない。

近年は特に我が国の国際的立場か ら技術指導， 技術
援助で改良技術や応用技術を どん どん発展途上国へ移
転され， これ ら発展途上国は工業国と しての地歩を一
歩一歩着実に進展させて きてし、ます。

この ようなこと か ら 我が国の産業基盤を従来の単
な る輸入技術の改良あるいは応用 に よ る大量生産型の
産業構造か ら脱却 し な く ては な り ま せん。 そ して先端
科学技術の開発， 発展に よ る新たな産業構造を考えて
ゆ《こと は勿論のこ と ， 創造性豊かな独 自 の新 しい技
術の開発を 目指 してゆかねばな り ま せん。

富山大学工学部において も科学技術の著 しい発展や
教育改革に対す る社会的要請をふ ま えて教育， 研究体
制の在 り 方を常々 考えて き た し， 当然今後 も考えてゆ
かねばな り ま せん。 その一つの表れが平成元年， 2 年
と 2 年にわた り 実施 した工学部学科改組であ り ま す。

この改組によ っ て幅広い基礎学力 と 応用展開能力を
身につけた創造性豊かな技術者 と ， 時代の要求に順応
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してゆける学際的領域の技術開発を推進で き る研究者
を育成 し たい と いう願いが込め られてお り ま す。

そ して， 更に高度の技術者， 研究者を育成する ため
に現在工学部は大学院工学研究手ヰ修士課程の改組 と博
士課程の設置を 目指 し 教職員一丸 と なって努力 して
いる最中であ り ま す。

し か し ここに大き な問題点がある ように恩われま
す。 それは， いろいろな方が言ってお られる ように，
現在は情報過多の時代であ るがために価値観が多様化
して し ま い興味の対象が分散 し， 何事 も そこそこの感
覚で過 ご して し ま うこ と か ら見切 り をつ け る のが早い
ということ です。 言い換えれば情報があま り に も多 く
て何を 目標， 目的にすれば良いのか解 ら な く なって し
まい， 適当にあれに もこれに も手を 出 してみるが真の
目標， 目 的が明確でないため， す ぐ に他の も のが良い
ように見えて乗 り 換えて し まい， どれ もこれ も身につ
かずに終わって し まうというこ と です。

そこで学生諸君にいま一度考えてみて戴き たいこと

・ 新 任

田 村 俊 介 講師 （人文学部） 3.  4. 1 
昭63. 4 京都大学大学院文学研究科

博士後期課程単位取得退学
担当 ： 国文学

大 森 克 史 助教授 （教育学部） 3 .  4 .  1 
昭51 . 3 早稲田大学大学院理学研究科

修士課程修了
理学博士
担当 ： 物質科学

内 藤 亮 一 講師 （教育学部） 3 .  4. 1 
昭62 . 3 名古屋大学大学院文学研究科

博士後期課程単位取得退学
担当 ： 英米文学

居 林 次 雄 教授 （経済学部） 3.  3 .  1 
昭35. 3 一橋大学大学院法学研究科

修士課程修了
担当 ： 企業関係法

は， 自分の進むべき 目標， 目的が 自身の心の中に しっ
か り と把握 さ れているかどうかを確認 してみて欲 しい
わけです。

現在， 東北大学長を してお られる西沢潤ー先生にお
逢いす る機会があ り ， その折 り に先生の座石の銘をお
聞かせ下さ いと 申 し上げた ら先生は 「愚直一徹」 と い
う言葉を座右の銘に している と言われ， 色紙にこの言
葉を書いて下 さ いま し た。 この言葉の意味は， 他人が
愚かなこ と を している と笑って も ， 自分が考えて信ず
ること を一生懸命頑張って努力すれば必ず事が成就す
る と いうこと です。

どうか学生諸君におかれて は将来の 目 標， 目 的を
しっか り 把握 し， 「愚直一徹J 己の信ずる ところを温
進 し， 21世紀の我が国の科学技術立国を担ってゆ く
立派な技体渚 と して活躍さ れる地歩を築き上げて戴 き
たいと心か ら念願 して就任の ご挨拶に代え させていた
だ き ま す。

教 官H・M・－－－－－”・H・H ・

捕t 敦 弘 講師 （経済学部） 3. 4. 1 
平元． 3 京都大学大学院農学研究科

博士課程 （後期） 満了
担当 ： 政策科学

樫 井 醇 児 教授 （理学部） 3.  4. 1 
昭39 . 3 京都大学大学院理学研究科

博士課程修了
理学博士
担当 ： 固体物理学

黒 田 英 世 助教授 （理学部） 3. 4. 1 
昭48. 3 名古屋大学大学院理学研究科

博士課程修了
理学博士
担当 ： 環境生物学

平 井 美 朗 助教授 （理学部） 3.  4. 1 
昭52 . 3 東北大学大学院薬学研究科

博士課程修了
薬学博士 担当 ： 天然物化学
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小田島 仁 司 助手 （理学部） 3. 4. 1 星 野 一宏 助手 （工学部） 3 .  4. 1 
平 3 . 3 東京大学大学院理学系研究科 平 2 . 3 新潟大学大学院自燃ヰ学研究科

博士課程修了 博士課程修了
理学博士 学術博士
担当 ： 電波物理学 担当 ： 生物プロ セス工学

北 野 博 巳 助教授 （工学部） 3 .  4. 1 佐 山 三千雄 助手 （工学部） 3 .  4. 1 
昭56 . 1 京都大学大学院工学研究科 平 2 . 3 富山医科薬科大学大学院薬学研

博士課程修了 究科博士後期課程修了
工学博士 薬学博士
担当 ： 生体分子化学 担当 ： 生体分子化学

小 平 憲 一 助教授 （工学部） 3 .  4 .  1 一 村 文 人 助教授 （教養部） 3 .  4. 1 
昭55. 3 金沢大学大学院医学研究科 昭58. 3 東京都立大学大学院人文科学研

博士課程修了 究科博士課程単位取得退学
医学博士 担当 ： 文学
担当 ： 細胞工学

藤 田 正 春 助教授 （教養部） 3 .  4. 1 
小 出 員 路 講師 （工学部） 3 .  4. 1 昭58. 4 筑波大学大学院教育学研究科

平 2 . 12 名古屋大学院理学研究科 博士課程単位取得退学
博士課程後期課程修了 担当： 日本語 ・ 日 本事情
理学博士
担当 ： 計算機工学 宮 内 伸 子 講師 （教養部） 3 .  4. 1 

平 3 . 3 東京都立大学大学院人文科学
塚 田 章 助手 （工学部） 3 .  4. 1 研究科博士課程中退

昭62 . 3 富山大学大学院工学研究科 担当 ： ドイ ツ語
修士課程修了
担当 ： 電気 シ ス テム工学 ANKER Georg Josef 外国人教師 （人文学部〉

1982.8 リ ス ボ ン大学文学部卒業
酒 井 充 助手 （工学部） 3 .  4. 1 文学博士

昭56. 3 富山大学大学院工学研究科 （イ ン ス プル ク レ オ ポル ト ・ フ
修士課程修了 ラ ン ツ大学）
担当：計算機工学 担当 ： ドイ ツ語

米 山 嘉 治 助手 （工学部） 3 .  4. 1 
昭56 . 3 富山大学理学部卒業

担当 ： 生物反応化学
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信者言語i延長率j

人文学部語学文学科国語国
文学コ ー ス専任講師 と し て こ
のほ ど着任い た し ま し た。 大
学で授業す る の は初めてで何
か と 至 ら ぬ点があ ろうか と 思
い ますが， どうかよ ろ し く お

主 願い し ま す。

曾a・ 簡単に紐を言い ま す。
ー一ー司

生 ま れは東京。 づ半校， 中
学校はず っ と地元の公立で， 高校時代三年間だけ私立
成践学園で過 ご し ま し た。 一年間の予備校通いのあ と ，
京都大学文学部入学。 高校時代か ら桑原武夫に傾倒 し，
予備校の時に は数学の広中博士の講演 も聞いていたの
ですが， 実際に入学 してみて平安文学研究に は本当に
恵ま れた環境で し た。 大学院修士課程に入る時に も一
年浪人 し 従 っ て平成三年三月 がち ょ うど博士課程満
期で し た。

4 月 1 日付けで， 教育学部
情報教育課程（環境情報 コ ー
ス） に着任致 し ま した。 本学
に は， 昭和4 9年 3 月 に文理学
部理学科 （数学） を卒業 して
以来， 17年ぷ り にお世話にな
る こ と にな り ま し た。 こ の 3
月 ま で富山商船高専に15年間
勤務 し 応用数学， 数理工学，

情報処理等を担当 して き ま し た。
専門は数値解析学で， 簡単に言い ま す と ， 理工学分

野に現れ る数学的問題を コ ンビュ ー タ を使 っ て解 く た
めの手法の開発， 近似解の誤差評価や収束性を論ず る
応用解析学の一分野です。 その中で も， 流れ問題の有
限要素解析を主に研究 してい ま す。

人文学部講師 団 村 俊 介

富山の第一印象は時間的に も空間的に もゆ っ た り し
ている こ と です。 現に， これを書いている国文第二研
も一人では も っ たいないほどで， 何と い っ て も眺めが
良い。 そういえば， 3 勝 1 敗で首位を走 っ てい る〈い
た ？ ） 中 日 ド ラ ゴ ンズ。 どうせな ら こ の窓か ら活躍の
様子を見た い ものだと， 早 く も心待ちに して居 り ます。

高校時代に は宮本輝の 「蛍｝ 1 IJを二時間立ち読み し
ていて本屋の店員に怒 ら れた経験があ り ま す。 「蛍
！｜｜」は第一章， 第二章… … と いう数字の代わ り に，

「雪」 「桜」 「蛍J ， 三つの小見出 し を立てて い ま す。
『古今集』 以来の伝統的な季節感に従わず敢えて冬を

始めに も っ て く る小説構成はいかに も富山 ら し いのか
な と 合点 して居 り ま したが， よ く 考えてみる と ， 私 自
身， 3 月 14 日 ， 「雪」 の中初 めて来訪 し 4 月12 日 ，

「桜」 満開の中， コ ー スのコ ンパに出席 し・…・・， あ と
は 「蛍J いかのおい し いのを食べたい ものです。

おお もり かっ し

教育学部助教授 大 森 克 史

数値解析学はコ ンビュ ー タ の進歩 と 共に発展 し て き
た分野ですが， 最近はその内容 も多岐にわた っ て き て
お り ， 一言で表現する の は難 し く ， リ ン カ ー ンのかの
有名 な言葉に な ら っ て， ( 1 ) 「数値的手法の解析J, (2) 

「数値的手法 に よ る解析」 ， （3） 「数値的手法のための
角草析」と いう三つの側面か ら捉えるのが正確な様です。
特に， （2）のア プ ロ ーチは数値 シ ミ ュ レ ー シ ョ ンと呼ば
れ， さ ま ざま な分野に応用 されています。

数値 シ ミ ュ レ ー シ ョ ンは， 問題 とする現象を （偏）
微分方程式で数理モデル化 し， それを コ ン ピ ュ ータで
数値的に解 く 技法ですが， 本環境情報研究室では， 本
手法を環境汚染問題や地震に伴 う津波等の 自然現象の
解析に応用 し， 環境の変化の予測に役立てたい と 思 っ
ています。 ま た， 画像処理技術を応用 し た リ モ ー ト セ
ン シ ン グに よ る ク守口一バルな環境測定に も取 り 組むつ
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も り です。 し か し 環境問題その も の は専門でな いの
で， 諸先生方に い ろ い ろ と 教えていただき， 頑張 る所
存でおり ますので， よ ろ し く お願い致 し ま す。

長い間， 高専に勤務 していたので， ま だ大学の 自 由

今年の 4 月 1 日 に教育学部
英語科講師 と して着任いた し
ま し た。 専門は英文学で， 特
に シ ェ イ ク ス ピア を中心に勉
強 してお り ます。 どうぞよ ろ
し く お願い 申 し上げます。

これまでは名古屋の私立の
短大で 4 年間， 英語 と 英文学
を担当 して ま い り ま し た。 着

任 し た当初 は規模 と雰囲気の違いに， い く らかと ま ど
い も覚えま し たが， 周 り の教職員の方か ら い ろ い ろ と
親切に していただき， 大変あ り がた く 思 っ ています。

研究室の窓か ら母校に似た外の並木道を眺めた り ，
日暮れ過 ぎ時折学生の話 し声が下の方か ら聞 こえて き
た り ， ま た特に夕方生協で食事を取 っ てから， 研究室
に戻 っ て き た と き な どには， 大学院時代が懐か し く 思
い出さ れます。

初めて富山県を訪れま したのは， 大学院に入 っ た最
初の年だ っ た と思います。 その年に利賀村で， 第 l 回

本年 3 月 1 日付けで経済学
部に参 り ま し た。

生ま れは滋賀県で雪の多い
伊吹山の麓で， 育 っ たのは愛
知県の知多半島で温暖の地で
した。 大学へ進学 してか ら は
ず、 っ と東京暮 しで し たか ら，
今回の富 山 の 生活 は郷里へ
帰 っ て来た ような気が して，

毎日， おい し い水を腹ーパイ 飲んで， 楽 し く 過 ご して

な気風にな じんでい ませんが， 少 し落 ち着いて来ま し
た ら， 健康のためス ポ ー ツで汗を流すな ど， バ ラ ン ス
よ く 教育と 研究に打ち込みた い と 思 っ てお り ま す。

何卒よ ろ し く お願い致 し ま す。

＂＇い とう り�う いち

教育学部講師 内 藤 亮 一

世界演劇祭が催 されたか ら なのですが， 穏やかな山々
に固 ま れた その地で， あたか も桃源郷に紛れ込んだか
のように感 じ た こ と を覚えてお り ま す。

その後， 富山大学の方に も， 二度ほど学会でお邪魔
さ せていただき ， そのうち一度は， 思い出す と 恥ずか
し く な り ますが， 口頭発表 も さ せていただき ま し た。
その折には， 松川の静かなたたず ま いや， 市内を流れ
る神通川の広 さ ， 駅前の雑然 と し た魚市場な どが強 く
印象に残 り ま し た。 今回 こ ち ら に来て， 駅前がす っ か
り 変わ っ て い る の に は一抹の寂 し さ も感 じ ま し たが，
その一方で＼何か街全体に新 し い街づ く り のア イ デ ィ
アが， 溢れてい る ように見受け られ， こ れか ら を楽 し
みに してい ま す。

まだ学生 と は寸直 り顔合わせ し た程度で はあ り ま す
が， 授業 も始ま り， 今は心地良い緊張感と共に毎 日 を
過ご してい る と こ ろです。 幸いに， 十分に勉強で き る
だけの環境を与えていただいてお り ま すので， 続けて
シ ェ イ ク ス ピアについて考えつつ， 少 しず、つ守備範囲
を広げてい き た い と 思 っ てお り ます。

い ばやし つii ぉ

経済学部教授 居 林 次 雄

い ま す。
30年間， 経済団体で商法改正 と か税制改正な ど経

済法規の改正作業を担当 して来ま したか ら， 法律 と 実
務 と の聞をつな ぐ仕事に馴れ， こ の条文が どんな経緯
で六法全書に入 っ て来たか， と いう点な どを， 横か ら
見て解説で き る点が， 私の特色のーっ と いうこ と にな
り ま し ょ うか。

それだけ に企業 と 法令と をつな ぐ面では， 実際社会
に出て学生諸君が役に立つ ような講義がで き る のでは
な し 、かと考えてい ま す。

nu
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当地へ赴任する以前は，立正大学の法学部で企業会
計法や企業取引法の講座 も担当 して来ま し た。 大学の
講義の通 り に社会 は動いている訳で はあ り ま せんが，
何か紛争が起 こ っ た時に は， 法律が最後の拠 り処にな
り ま すか ら， ま さ かの場合を も考えて， 自 らが危険な
地位に陥 ら な い ように万全を期 してお く 必要があ り ま
す。

そ こ で大学の講義を聞いてい る と ， 常に世の中で は
紛争があ り ， 裁判所に訴えて白か黒かを決めてい る か
の ような錯覚に陥 り勝ちにな り ます。

しか し 日本の社会では欧米 と 異 っ て， 裁判所へ訴え

名古屋大学の助手よ り 本学
経済学部の講師と して着任い
た し ま し た。 講義は後期よ り
担当 さ せていただき ますが，

「厳 し い先生は， 良い先生J
である こ と をモ ッ ト ーにする
か も知れま せん（ ？ ）

研究テー マ においては， 日
本経済が実際にはどのような
メ カ ニズムで動いてい る のか

私は 4 月 に理学部物理学科
に着任致 し ま した。 専門 は固
体物性， 磁性で， 物質の いろ
い ろの物性量を測定 してその
電子構造を解明する こ と を研
究の対象 と して来ま し た。 新
し い特性を持つ物質が次々 と
登場 し そ の魅力的な理論解
明 も行われ， 技術革新の基礎

を担 う 分野で も あ り ， 精力的な研究が中邸酸化さ れて来
てお り ます。 幸い富山大学では関連 した研究を行 っ て

た り ， 法律事件に して し まうようでは， 取引先や関係
者と気まづくな っ て， 後々 の修復に何倍 も の努力を し
な ければな り ま せんか ら， 訴訟に持ち込むのは， 極め
て例外的な ケ ースに限 られま す。

そういう こ と を念頭に置いて法律の解釈や判例の評
釈を してい き ま せん と ， 卒業 してか ら， 非常識な大学
卒だ と 笑われる こ と にな り かね ま せん。

で き るだけ学生諸君に理解 し易いような商法の講座
やゼ ミ ナールに し た い と 工夫 して い き た い と 思 っ てい
ま すが， 折角の大学生－活を無に し な い ように諸君 も頑
張 っ て く だ さ い。

たき

経済学部講師 瀧
あつ ひろ

敦 弘

について興味を も っ てお り ， お も に計量経済学的手法
に よ り 統計データの数量分析をお こ な っ て き ま し た。
今後 も， お も に労働市場， 金融市場， 企業の経済行動，
流通問題な どを分析， ま た， それ らのための分析手法
の開発を してい こう と 思 っ てお り ます。

生ま れ も育ち も大阪で＼新 し い環境に戸惑う こ と も
多いですが， ま た， 今までにない新 し い体験に感動 し
た り してお り ます。 公私 と も に新 し い発見， 新たな桃
戦をめ ざ して頑張り ますので， 何卒， よ ろ し く お願い
いた し ま す。

き〈ら い じ・ん じ

理学部教授 棲 井 醇 児

お ら れる方々 が多 く ， ま た こ の分野の測定装置がそ
ろ っ てお り ， 低温液化室がよ く 機能 し て極低温での測
定 も や り 易いので， 皆様 と協同 して大いに成果をあげ
た い と 思 っ てお り ます。

私は こ ち ら に来る ま で京都 と広島ばか り で， 富山に
ついては殆ん ど知 っ てお り ませんで し た。 しか し ガ
イ ドブ、 ッ ク を見て予備知識をあわててつめ込むよ り も ，
富山に来てか ら の実際の フ レ ッ シ ュ な い ろ いろの体験
を通 して， 富山について発見 し 学びたい と 思 っ てい
ます。 基本的に は ど こ に行っ て も， 人の住む社会が同
じ こ と に は変わ り がないでし ょ うが， で も 自ずと土地
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ご と の素顔が異な るの も事実だ と 思い ま す。 京都や広
島と は別の， 富山の独自性に触れる こ と を大いに期待
しています。 車窓よ り 見た白銀に光る立山連峰の姿は
極めて印象的で し た。 厳 し い登山な ど私に は到底で き
そうにあ り ま せんが， で も 山の中腹を足のお もむ く ま

履歴書を書 く たびに い さ さ
かはずか し い思いを し ま す。
な にせ小生の学歴は名古屋中
学に始ま り 大学院ま で全部名
古屋…・・・で， 前任地 も名古屋
大学です。 あ ま り に も芸がな
く ， 今回富山に住む機会を与
え られた事を よ ろ こんでいま
す。 小生の趣味の一つ は晶、

物を食う事で， こ の地は海山の幸に恵ま れてお り 大変
気に入 っ てお り ま す。 又立山連峰に残る雪を望むたび
にム ラ ム ラ と し ま す。 学生時代は も っ ぱ ら氷の上でス
テ ィ ッ ク を振 り 回すの にいそが し く ， 雪に ま みれる機
会が少なか っ たので未だに欲求不満が残 っ てい ま す。
今年の冬 こ そ と 楽 しみに しています。

サルモ ネ ラ菌 ・ 枯草菌・ プルテ ウ ス菌 ・ ト ノサマガ
エル ・ ア フ リ カ ツ メ ガエル ・ モ ジホ コ リ カビ・アカバ
ンカビ ・ 酵母菌そ して糠皮動物の ウ ニ。 こ れ等は4生
が今ま で実験材料 と してき た生物です。 学歴 ・ 職歴 と

4 月 1 日 付けで， 富山医科
薬科大学よ り 理学部天然物化
学教室に着任致 し ま し た。 宜
し く お願い致 し ま す。

富山医科薬科大学発足当時
の校舎の都合で， 旧薬学部に
2 年間お世話にな り ， そ の関

手養護 係から こ ち ら に来る こ と が決

ま にハイ キ ン ク 守する な らで き るのでは と 楽 しみに して
お り ます。 こ の象徴的に美 し い自然を リ ゾー ト の対象
に し た り せず， 自然と の豊かな接触を通 して私の創意
が育ま れる と云うようにな り た い ものだと思わずに は
おれま せん。 どうぞよ ろ し く お願い いた し ま す。

〈ろ だ ひで よ

理学部助教授 黒 田 英 世

は異な り 変化に富んでお り ， 我なが ら あ き れま す。 で
も大学院修了以降材料は種々 ですが細胞の膜に存在
する イ オ ン チャ ンネルや ポ ンプと細胞の機能について
考え実験 して き ま し た。 こ こ 8 年余 り は ウ ニ卵を用 い
て電気生理学的或いは生化学的方法で研究 して き ま し
た。 各種の動物細胞でホルモ ンや種々 の刺激を受け る
と細胞内の カル シ ウ ムイ オン濃度が一過性に増大 し，
それが細胞の収縮や分泌を誘起す る。 卵細胞に於いて
も受精直後に カル シ ウ ム イ オン濃度が上界 し これが
発生の引 き金 と な っ てい ま す。 現在我々 は ウ ニを用 い，
精子が どの様に卵を刺激 し， それがどの様な機構で カ
ル シ ウ ムイ オ ン濃度を変化させ るか研究 してい ま す。
今後 も こ の様な研究を続け る と と も に， 新天地に移 っ
たのを機会に卵や幼生 と それを と り か こんでい る外的
環境であ る 海 と の関わ り あ いについて も考えてい き た
い と 思 い ま す。 で も近年ウニの入手がますます困難に
な っ て き ま し た。 皆様 ウ ニをあ ま り 食べな いで く だ さ
し、。

ひら い よし ろう

理学部助教授 平 井 美 朗

ま っ た時， なんだかなつか し い気分でお り ま し た。 し
か し着任 して一ヶ月 近 く た っ て， 自分の身の回 り の整
理と研究体制を少 しづっ整えて く る に し たが っ て， 新
天地に来たのだと いう感激が湧上が っ て く る と 同時に
責任の重さ に身のひき し ま る思いを してお り ま す。

私の専門は有機合成化学であ り ， 主に生物活性天然
物の合成研究を行っ てお り ます。 現在興味を持 っ てい
る テー マ は， 1 ） 構造の似かよ っ た天然物類の効率の
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良い不斉合成を行うための， 共通合成中間体を分子設
計 し こ れ ら の不斉構築を行う， 2 ） 不斉反応のデザ
イ ン， 3 ）強い生物活性を示す海洋生物由来の大員環
デプシペプチ ド類及びそれ らの類緑体の合成， であ り
ます。 なお将来の夢であ り ま すが， こ こ に は多様な分
野で， 活発な研究をな さ っ てお られる先生方が大勢お
られま すので， 私 と は異な る分野の先生方 と 共同研究
を行い， 何か新 し い成果を生み出す こ と が出来た ら…
… と 思 っ てお り ま す。 又学生諸君に望むこ と ですが，

本年 4 月 1 日付 けで理学部
物理学科に助手 と して着任致
し ま し た。 どうぞよ ろ し く お
願い致 し ま す。

私 は， こ の 3 月 に東京大学
大学院博士課程を卒業 し たば

しています。 富山大学での生活において も下宿生活に
おいて も研究室の大学院生の皆 さ んの方が先輩で，
色々 教えていただ き なが ら一日 も早 く 富山での生活に
慣れ るべ く 努力 してお り ま す。 富山へ来てまず感 じ ま
し た こ と は， さすがに米所の富山だけあ っ てご飯が と
て も おい し い と いうこ と です。 海の幸の昧も格別で，

ついついお酒の方 も進んで し ま い太 っ て し ま うのが心
配です。 ま た， 自 然の景観 も素晴 ら し く ， ま だ雪で
真 っ 白な立山連峰に は圧倒 さ れます。 有名な量気楼 も

実験を通 じて少 しで も有機合成化学のお も し ろ さ を感
じ取っ て欲 し い と願っています。有機合成は高峰の登
山によ く 似て， 日頃の実験は深夜に及ぶこ と も あ り 苦
労 し ますが， その過程で得る ものの大き さ や， 成果が
上が っ た時の喜びはた と えようがあ り ま せん。

最後に， 私は八尾町に生ま れ育ち ま した。 今で も お
祭 り の はや し やおわ らの音色を聞 く と 心がお ど り ま す。
八尾の方面に来 られま し た ら， 我が家に も お立ち寄 り
下さ い。

お だし ま ひとし

理学部助手 小田 島 仁司

そろそ ろ シーズ ン と いう こ と で， 是非 と も見てみた い
も のだ と 楽 しみに してお り ます。

私は， 大学院時代に は， レーザー分光， マ イ ク ロ波
分光の分野で研究を行 っ て参 り ま した。 全国の大学の
中で も， 富山大学ほど分光学のスタ ッ フの充実 してい
る と こ ろ は珍 し く ， と て も素晴 ら し い研究環境に恵ま
れてお り ま す。 こ の ような所で研究ができ， 大変にう
れ し く 思 っ てお り ます。 分光学と は， レーザー， マ イ
ク ロ波な どの電磁波を物質に作用 し， その応答か ら物
質の さ ま ざ ま な性質， 状態の変化を知ろうとす る学問
です。 私は， 分子がさ ま ざま な摂動を受けて どの様に
量子状態を変えてゆ く か と いうこ と を中心に して研究
を行っ て参 り ま したが， ま だ ま だ未熟者ですので， 知
ら な い こ と ， わか ら な い こ と が山のようにあ り ま す。
学生の皆 さ ん と一緒に勉強を し 実験を し 議論を し
て， 物理学の 1 ペー ジに新 し い何かを付け加える こ と
がで き た ら と 願 っ てお り ます。 一生懸命頑張 り ますの
で， よ ろ し く お願い致 し ま す。

'·<· Fわ向’�＆，. 崎帖
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科学技術の進歩に伴っ て，
単一の機能で はな く ， よ り 複
雑で高度の機能を有す る有機
材料を開発する こ と の必要性
が叫ばれて い る。 この要求を
充たす も のの中に生体物質が
あ る が， 化学的 ・ 物理的安定
性に欠け る ， コ ス ト がかかる
等の問題を有 している。

そこで最近 で は， 生体の有す る 優れ た機能を人
工 的 に 再 現 し 利 用 し よ う と い う 生 体 模 倣 化 学

(Biomimetic Chemistry） が盛んにな っ て い る。
私 も昭和4 8年に京都大学工学部高分子化学科を卒業
以来18年間 にわ た り 生体模倣化学を研究 して き た。
初期の酵素や核酸のモデル物質か ら は じ ま り ， 現在で
は， 種々 の化合物の複雑な有機体であ る細胞その も の
を研究対象 と し その構造 ・ 機能を再現 し よう と いう
試みを行 っ て い る 。

生体内 におけ る組織や器官の形成， 自 己防御 システ

平成 3 年 4 月 1 日付けで，
新設の工学部化学生物工学科

細胞工学講座に着任致 し ま
し た 。 昭和4 7年 に東北大学
理学部物理学科（素粒子論）
を卒業 し ， 以来約15年間， 医
学部畑で分子生物学（分子遺
伝学） を専攻 してま い り ま し
たので， 久 し ぶ り に古巣 に

�···��、
戻 っ た事にな り ま す。

生命体を分子 レベルで解明 し よう と いう研究領域は，
こ の20年の 間 に， 目 をみはる急進展を と げ， さ ま ざ
ま な学問分野をっ く り 出 し て来ま し た。 研究の進歩に
つれ， 生物物理， 生物物理化学， 分子生物学， 分子遺
伝学， 細胞生物学， 体細胞遺伝学， 分子細胞生物学，

ーた の ひろ み

工学部助教授 北 野 博 巳

ム等にみ ら れる ような細胞閣の認識 ・ 応答現象のモデ
ル化を行い， 膜の巨視的 ・ 微視的構造， 強度， 応答基
の数や配置等の因子の影響を検討 している。

ま た脳， 神経， 知覚器官等の有す る機能を人工的に
構築 し 情報工学用素子と して利用する こ と をめ ざ し
有機超薄膜やゲル等につ いて外部情報応答性の検討 も
行 っ ている。

一方， 既存の生体分子の有効利用 を図るBioengi 
nee ringの方向か ら も研究を進めてお り ， 比較的不安
定な タ ンパク 質であ る酵素の高度利用 を 目 的 と す る優
れた固定化酵素用担体の開発 と ， それを用 いる有用物
質の生産， さ ら に生体親和性が高い と 考え られる生体
分子由来の微粒子の薬物運搬用担体への利用等の検討
も行っ ている。

こ の ように人工材料 と 生体物質 と の接点で優れた機
能材料を得 る と と も に， その研究を通 して生体機能の
分子 レベルでの解明に も寄与 し た い と いうかな り 欲の
深いテーマを， 懐か し い樹郎にあ る本学工学部化学生
物工学科で さ ら に発展 さ せて行 き た い と 考えてい る 。

だいら けん いち
工学部助教授 小 平 憲 一

分子免疫学， 生体情報科学， タ ンパク 質工学， 細胞工
学等の名称を も っ沢山の学問領域が誕生 して来ま し た。
ま た， これ ら の研究に使われる技術の進歩 も著 し く ，
遺伝子工学， 組結単音養学等は独立 し た研究領域を形成
し た観があ り ま す。 現在， こ れ ら の混乱を避け る ため，
生命体を分子 レベルで理解す る学問を広 く “生命（生
物〕科学” と いう名前で捉え る こ と が提唱 さ れてい る
ようです。

化学生物工学と は， 生物科学を基礎と して生命体を
工学的に捉えなお し なおかつその成果を工学的に応
用 し て行 こ う と いう甚だ守備範囲の広い21世紀へ向
けての新 し く も難解な学聞か と思われます。 時代を先
取 り し た学問が もっ宿命では ございますが， 恐 ら く 想
像を絶する多 く の思考錯誤を繰 り 返 して行かな ければ
な ら な い事 と 存 じ ます。
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与え られま し た教育と研究の場におき ま して， 微力
なが ら生命科学 （工学） の発展のために努力致す所存
でございま す。

新設講座であ る ため， 行き届かな い点が多々生ずる

初めま して， 工学部電子情
報工学科計算機工学の小出真
路 （ しん じ ） です。 出身は滝
と猿で知 ら れる （ ？ ） 大阪の
箕面 （みのう） 市です。 こ こ
富山県に は登山のために何回
か来た こ と があ り ま す。 鹿島
槍か ら祖母谷ま での縦走が印
象的に残 っ ています。 富山県

は海に も 山に も近 く 自然環境に恵ま れています。 私は
学生時代， 名古屋にいま し たので， 近 く に は こ れほど
素晴 ら し い山はな く 千 メ ー トル程度の山に登 る こ とが
多か っ たです。 こ れか ら は， こ の和l点を大い に活用 さ
せて頂こう と 思 っ てい ます。

こ こで富山の印象を記 し ま し ょ う。 私の研究室 は金
属棟の 6 階なのですが， そ こ か ら見える立山連峰の美
し さ は最高です。 しか し その美 し い姿 も天気に よ り
なかなか見れない と いうのが残念です。 ま た， 4 月 に
な っ て も寒いのに は ま い り ま し た。 しか し 厳 し い気
象環境の地域は， 例えば ヨ ー ロ ッ パがそうであ る様に

平成 3 年 4 月 1 日付けで電
子情報工学科電気シ ステム第
3 講座に助手 と して着任いた
し ま し た。

私 は， 昭和 62年 に本学大
学院工学研究科を修了 し 神
奈川県にあ る ア リ ム ラ技研（欄
と いうベ ン チャー企業に就職
し ま し た。 皆様にはな じみの

な い会社だと思いま すが， ア リ ム ラ 技研は世界初の I

と 存 じ ま すが， 諸先生方におかれま しては， 何卒一層
の御指導， 御鞭援 と 御援助を賜 り ま すよう切にお願い
申 し上げま す。

』 いで しん じ

工学部講師 小 出 真 路

文化が発達す る と 言われています。 こ こ富山で は演劇
活動が盛ん と 聞いて います。 し か し その手の情報が
とんと入 っ て き ません。 良い劇場があれば教えて く だ
さ い。 ま た， 町内には最近国内で少な く な っ た路面電
車が走 っ て い ま す。 こ れは自動車の過剰な増加を防 ぐ
意味で良い と思います。 一方， 郊外の道路 は締麗に舗
装さ れ駐車場の広い店な どがあ り 自動車の利用 に は便
利です。 し か し これは折角 の富山の美 し い 自然を汚
している ようで残念です。 私は と いえば， い ま ま での
自動車生活を捨て 自転車で 自然を楽 しみた い と 思 っ て
い ま す。 しか し こ れ も冬の来る ま でですが...・H・－－。

こ こ で， 簡単に研究歴について書いておき ま す。 学
生時代， 核融合プラ ズマの実験的研究を行い， 続いて
プラ ズマの数値 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン研究をお こ な い ま し
た。 現在， こ の シ ミ ュ レ ー シ ョ ンのテ ク ニ ッ ク を宇宙
プラ ズマ （太陽 フ レ アー， 宇宙 ジ ェ ッ ト ， 原始宇宙プ
ラ ズマ等） に適用 し よう と してい ます。 宇宙に関心を
お持ちの方は一度研究室を覗いてみて く だ さ い。 そ れ
で は， よ ろ し く お願い し ます。

っか だ

工学部助手 塚 田
ぜ

早

Cカ ー ド基本特許を取得 した会社です。 従業員わずか
40人た らずの会社ですが， I C カ ー ドの他 に ア ン テ
ナの開発 も 行 っ てお り ま す。 私は， 入社以来 4 年間 S
H F帯ス ロ ッ ト ア レ イ ア ンテナの研究開発を行 っ て ま
い り ま し た。

趣味は月 並みではあ り ま すがス キー と テニス， そ し
て ゴルフを少々 や り ます。 これ ら全て大学時代にあ ま
り 興味を示さ ず， 社会人にな っ てか ら や り 始めた も の
です。 富山に い る時に比べ使用料等は 2 倍以上， ス
キー場ま で300km以上 （渋滞で15時間かか っ た こ と も
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あ り ます） と 条件が悪いに もかかわ らず， ひどい年は
11月 末か ら 3 月 末 ま で毎週末欠か さ ずスキーに行き
ま し た。 おかげでボーナス は底をっ き マ イ ナスの生活
が待 っ ていたの は言うま で も あ り ま せん。 さ ら にテニ
ス は， 多い時で週に 4 ～ 5 回ペースでやる始末です。
しか し なが ら物事万事天賦の才と いうのがあ るので し
ょうか， かけた時間に比例 して上達する わけで も な い
ので， ただ楽 し く や っ てお り ます。 こ こ まで言う と た
だ遊んでばか り いた様に思われますが， 幸い会社の研

4 月 1 日 付 けで， 工学部電
子情報工学科助手に任用 さ れ
ま し た。 富山大学は私の母校
であ り ， 文部技官 と して勤め
て ま い り ま し た。 そ のため，
富山大学に は愛着があ り ， よ
り よ い富山大学を作 り 上げて
い く ために微力なが ら お役に
立ちた い と 考えてお り ます。

私はパタ ー ン認識に関する研究を行 っ てま い り ま し
た。 パタ ー ン認識の研究を始め る と き ， 紙に書かれた
文字を人間が認識す る の は簡単な ので， それを コ ン
ピ ュ ー タ を用 いて認識させるのは簡単だろうと 考えて
いま した。 と こ ろが， い ざ始めてみ ま す と ， あ る 程度
まではい き ま すがなかなか人間に匹敵するほどにはい
き ま せん。 逆に人間の持つ能力の素晴 ら し さ を認識す
る こ と にな り ま し た。 紙の上に書かれた文字はあ く ま
で絵 と してのデー タであ り ， そ こ か ら認識に適切な数
値特徴を抽出す る のですが， 手書き 変動 も あ り 安定な
特徴を見つけだすのが困難なのです。

究室が 自宅か ら徒歩 3 分 と いう近 さ だ っ たので， テニ
ス か ら帰 っ て来てま た実験をや る こ と もで き ま し た。
つ ま り ， 都会人にあ り がち な 3 ～ 4 時の通勤に よ る ロ
ス タ イ ムがな か っ たので助か っ た次第であ り ま す。

以上， 述べた様に， ど こ と な く あ ま の じ ゃ く の気が
あ る若輩者の私ですが， 何で も こ れぞ と 思う こ と に は
エネルギーをお し ま ないつ も り ですので， 宜 し く 御指
導 御鞭捷の程お願い申 し上げます。

きか い みつる

工学部助手 酒 井 充

ワ ー プロ な どの定形的な処理以外 に， 人聞が コ ン
ピ ュ ー タ を 自 由 に使い こ なすためには何 ら かの プ ロ グ
ラ ミ ン グが必要にな り ま す。 プロ グラ ミ ン グに は記述
す る た めの言語が必要なのですが， どの ような コ ン
ビ ュ ー タ言語や環境を用 い る かに よ っ てプ ロ グラ ミ ン
グす る と き の発想や能率は大き く 左右 さ れます。 こ の
ような観点か ら， オ ブジ ェ ク ト 指向のプロ グラ ミ ン グ
パラ ダイ ム に注 目 しています。 初めて学ぶプロ グラ ミ
ン グ言語 と してはき れいな書き 方を強制す る言語がよ
く ， そのため， 学生実験で�，－；！：Pascalを使用 してお り
ます。 コ ンビュ ー タ は単純なのでプロ グラ ム どう り に
しか動作 し ま せん。 そのため， プロ グラ ミ ン グは筋道
だ っ た考え方をす る訓練にな り ま す。

富山の恵 ま れた自然の中で， 学生や教職員の方々 と
夏はテニス， 冬はスキーを楽 しんでお り ま す。 ま た，
ヨ ガ も や っ ていますが， テニスやスキー と は別の意味
で心身の リ フ レ ッ シ ュ にな っ てお り ます。

最後に， 皆様方のご指導 こ報提を よ ろ し く お願い
申 し上げま す。

no
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4 月 1 日 付けで工学部助手
に昇格 させていただ き ま し た。
学生時代か ら は もう何年 も経
ち ま すが， こ の 4 月 か ら は何
か今ま で と は違 っ た気分です。

工学部に来ま してか ら は石
炭の液化について仕事を して
き ま し た。 石炭は黒 く い ろ い
ろ な有機化合物の混合物です

ので， 石炭の研究には最初 はなかなか馴染めなか っ た
のですが， 最近にな っ てや っ と 自分に馴染んで来た気
が し ます。 石炭は産業 と 直接結び付いていた ものなの
でその研究は， 石油価格に大き く 影響をうけ ます。 石
炭は 5 , 6 年前ま では石油価格の上昇に｛料 、石油代替
エネルギー と して注 目 されてい ま し た。 その頃は石炭

こ の 4 月 に新潟大学工学部
化学工学科 よ り 富山大学工学
部化学生物工学科生物プ ロ セ
ス講座に赴任 してま い り ま し
た。 それま では一貫 して新潟
大学におせわにな り ， 昨年の
春に博士の学位をいただいた
後に， 日本学術振興会の特別
研究員を していま し た。

私の専門 は， こ こ10年ほ どで急速に発展 して き た
「生物化学工学」 と いう分野で， 従来か ら あ る化学工

学と 生物工学（農芸化学， 食品工学， 遺伝子工学， 培
養工学な どを含む） の分野が融合 し た新 し い分野です。
具体的に は， 微生物， 植物， 動物な どの生物を用 いて
酵素， 抗生物質， 機能性ペ プチ ド， 色素， 芳香成分な
どの生化学有用物質を効率的に生産する方法を検討す
る こ と ， そのための装置（バイ オ リ ア ク タ ー〉 の開発，
操作方法につ いて工学的に研究す る こ と です。

よね やま よし はる

工学部助手 米 山 嘉 治

分野の研究 も華やかだ っ たのですが， 昨今， 右油価格
が低下 し安定 してい る こ と か ら， もう石炭の役割は終
わ っ たな ど と 一部で は言われてい ま す。 しか し石油資
源の可採年数を考えますと， 石油に比べてー桁多い石

炭の埋蔵量は将来の有機資源と して石炭に頼 ら ざる を
えな い こ と を示 してい ま す。 泥棒を捕まえてか ら縄を
縫う こ と の無い よう， 今の内 に石炭の有効利用 につい
て微力なが ら何か役に立てばと思 っ てい ま す。 石炭液
化の研究者の夢は常温常圧で石炭を液化す る こ と だ と
思いま すが， 昨年学部改組で化学生物工学科 と 名前 も
変わ っ た事です し 微生物を使い常温常圧下に石炭を
液化で き な し 、か と 思 っ て いま す。

最後に こ れか ら も， この大学の研究， 教育に微力な
が ら尽 く して い き た い と 思 っ てお り ま すので諸先生が
たの御指導ご鞭捲の程宜 し く お願い申 し上げま す。

隠 し の かず ひろ

工学部助手 星 野 一 宏

実際に行っ ていた研究は， 乳酸菌を利用 し た抗生物質
ナ イ シ ン， 有用酵素酸性 ウ レ ア ー ゼ， 酸化還元酵素
スーパーオ キ シ ド ジ ス ム タ ーゼ， 芳香成分 ジ ア セチル
な どの生産 と ， 新規固定化酵素（セルラ ーゼ） を用 い
たセル ロ ー ス資源 （木材， 稲わ ら， 古紙な ど） か ら の
エタノールの連続生産です。 今後 は， こ れ ら の研究を
さ ら に発展さ せ実際の工業に利用 される よう検討 し て
い き た い と 考えてい ます。 ま た， 富山 は昔か ら薬で有
名 な土地な ので， 医薬品な どに用 い ら れ る 有用物質
（アルカ ロ イ ドな ど） の生産， 開発な どを工学的に検
討 し地域にそ く し た研究を行 っ てみた い と 考えてい ま
す。

最後に私が富山について知 っ ている こ と は， 北アル
プスの立山， 富山の薬， 「ますのす い があ る こ と く
ら いでほ と ん ど知識はあ り ま せん。 これか ら学生 と 親
睦を深め研究 したいと考えてい ます。 さ ら に富山大学
工学部化学生物工学科のために教育に研究に微力なが
ら頑張 り た い と 思います。
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4 月 1 日 付 けで工学部化
学生物工学科細胞工学講座
に転任 し て ま い り ま し た 。
私 は 生 ま れ も 育ち も 富 山 県
高岡市で あ り ま し て， 学校
はすべて家か ら一番近 い所
へ行 っ て お り ま し た。 （ た
だ し 一番近 い高校 は女子
校で， 私 は本 当 は そ こ に …

… ・ ・） 出身は富山医科薬科大学薬学部で して， そ こ で
学位を取 り ， 一年間医学部の保健医学教室の助手 と な
り ， 今度は工学部 と三年間で三つの学部を渡 り 歩いて
来ま し た。 私の専門は衛生化学であ り ま して， 衛生化
学と は定義 しがたい分野です。 主任教授であ る狐塚寛
先生の言を借り れば 「衛生化学者は遊撃手のよ う な…
…J と い う よ う にセ カ ン ド と サー ドの間で柔軟に動 き
回る人種です。 シ ョ ー ト と は御存知のよ う に決 してハ
デな こ と は し ま せんが守備範囲が広 く ， 右に も左に も
そ して堅実さ を要求され， 私も院生時代合成か ら動物
や微生物と い ろ い ろ な こ と を一通 り か じ っ て ま い り ま
し た。 父親なんぞは 「薬学出身が工学部なんぞ……」
（医学部にいた時 も同 じ こ と を言われた） と言い ま す

が， 良 く 言えば何で も屋， 悪 く 言えば器用貧乏の私で
すので， 工学部的な色あ いを持 っ た生化学に取り 組ん
で行 き た い と 思 っ ています。 具体的なテーマに関 して
はい く つか考えてお り ま すが， ま だ海の物と も山の物
と も つかない状態で して， ーど こ ろかゼロか ら ス タ ー
ト なので半年でだめにな っ た ら ど う し ょ う か と 思 っ て
いま すので， 軌道に乗 り ， 機会があ り ま した ら改めて
紹介 し た い と 思 っ ています。 それに私は抱負な ど と い

き やま み ち お
工学部助手 佐 山 三千雄

う のを口にす る のが好き ではな い性分なので， ご了承
下 さ い。 （本当 はモ ー ツ ア ル ト の研究をや り た いなあ
な ど と 馬鹿な こ と を考えてい ま す。 ） さ て仕事の話は
置 き ま して， 私 は大の囲碁キチでモー ツ ア ル ト 狂です。
男な ら （女で も いいのですが） 一度でいいか ら や っ て
みたい職業に野球の監督 と指揮者と言 う のがあ り ， 私
は も ち ろん後者 （前者 も や っ てみたい） の方で して，
本当の こ と を言 う と 富大ではな く ， ど こ かの新設大へ
も ぐ り 込み， ク ラ ブの顧問に な り すま し 指揮台 に立
と う な どと よか らぬこ と を考えてお り ま し た。 と こ ろ
が転任先は伝統あ る富山大学。 と て も私 ご と き が指揮
台に立て る ク ラ ブは ど こ に も あ り ません。 多分 こ れは
神様が， よ そ見をせずに研究に打ち込みな さ い と い う
こ と をお っ し ゃ っ てい る のだと思い， こ の こ と を肝に
銘 じ 非力なが ら努力 してい く つ も り です。

ま た， 富大は総合大学ですのでいろ いろ な分野の学
生さ んや先生方がい ら っ し ゃ い ます。 昔， あ る 先生に
私の研究内容について妙ち き り んな質問を さ れ専門外
だか ら なぁ と 思 っ てい ま し たが， その妙ち き り んな質
問の裏に も しかす る と真実があ っ たのではな いか と い
う こ と に研究を続け る 内にぶち当た っ た こ とがあ り ，
素人 も馬鹿にはで き ない ものだと い う 感想を持ち ま し
た。 そ う い う 意味で分野の違 う ， 特に文科系の学生 さ
んや先生方 と交流を深め， 研究の ヒ ン ト と な る よ う な
も のが得 られる こ と を今か ら非常に楽 しみに してい ま
す。 そ う い う 意味では今度の転任は私にと っ て幸運で、
あ り ， 神に感謝 しています。 （ただ し指揮台に立つ夢
を捨てたわけではない。 ） ま た囲碁の好 き な学生 さ ん
も私の所へい ら して下さ い。 時間があ る 限 り 相手 し ま
す。
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4 月 か ら一般教養の文学を
担当する こ と にな り ま し た。
私 は東京の生 ま れですが， た
ま た ま 高校時代を金沢で過 ご
し ま し たので， 今回 は丁度二
十年振 り の北陸生活と い う こ
と にな り ます。

専攻は江戸文学です。 江戸
小日出を集めた日出本か ら勉強を

始めま し たが， 近年はその拙本や講談の中に育まれて
き た通俗史 一一 俗伝がどのよ う に して作 られたのか
と い う こ と に関心が移 っ て き て い ま す。

そ も そ も私が江戸文学に興味を も っ たのは， 中学生
の頃か ら落語が好 き だ っ た こ と が き っ かけにな っ てい
ます。 大学時代 も 地方にお り ま し た か ら， 休暇で帰省
する と昼夜寄席に通いつめていま し た。 三遊亭円生や
林家正蔵 （彦六） がま だ元気で し た。 金沢に はかつて
一九席と い う 好い寄席があ り ま し た。 こ の席について
は， 既に同好の士によ っ て資料が集め られ， 研究が進
んでい ます。 私 も 当地へ赴任 し たのを機会に， 北陸の
寄席や芝居の興行の実態を調べてみた い と思い， 先ず
は地元の古い新聞の調査か ら手を付けよ う と考えてい
ます。 更に， ど こ かス ポ ンサーを見つけて， 私の物差

4 月 1 日 付けで国立教育研
究所か ら転任 して き ま し た。
留学生に対す る 日本語およ び
日本事情を担当 し ま す。 出身
は高岡です。 高校卒業 ま で い
ま し たので， 母語は富山弁 と
い う こ と に な り ま す。 「方言
も理解で き る留学生を育て ら
れる のでは」 と 思 っ て い ま す。

仕事と親孝行を両立で き る と い う こ と で， 富山大学で
お世話にな る こ と にな り ま し た。

ふた むら ふみ と

教養部助教授 二 村 文 人

しで選んだ人を呼び， 富山で落語や講談の会を企画 し
た い と は， いつ実現する のかわか り ませんが， 秘かに
目論んでい る こ と です。

授業では俳譜 （連句〉 を取 り 上げてい ま す。 連句は
複数の メ ンバーが集ま っ て， 5 ・ 7 ・ 5 の長句 と 7 ・
7 の短句を交互に続けてい く ， 俳句の元に な っ た もの
と 言 っ てい いで し ょ う 。 連句は明治に入 る と正岡子規
に よ っ て完全に否定さ れて し ま い ま し たが， こ の共同
制作の文学が現代にあ っ て と‘んな可能性を も っ て い る
のか， 改めて考えてみよ う と 思い ます。 教室では芭蕉
の作品を鑑賞す る こ と と合わせて， 実作を試み る と 予
告 した ものですか ら， 受講生が激減 して し ま い ま し た。
し か し 人の句に 自分が句を付け る面白 さ ， 自分の句
を他人がど う 受け止めて く れ るかと い う 期待は， 実際
に体験 してみな いと なかなかわか り ません。 実 は連句
について も， 私が手ほどき を受けた思師か ら 是非共
北陸に連句を広める よ う 密命を帯びてきています。

こ れ ま で多忙な職場の コ マ切れの時間の 中を動 き
回 っ ていま し たので， し ば ら く は じ っ く り 腰を落ち着
けて自分の勉強に取 り組みた い と 思 っ てお り ま し た。
けれど も， いつかそれが習い性にな っ て し ま っ たので
し ょ う か。 気がついてみ る と 落語に連句に仲間を求め
て も う そわそわ し は じめている次第です。

ふ じ た ま き は る
教養部助教授 藤 田 正 春

富山大学 と の関係 と い う こ と で車 、 ま す と ， d中校
6 年生の時に附属中学を受験 して， 見事に落ち ま し た。
地元の中学校に入 っ て ク ラ ブ活動で ク ラ シ ッ ク ・ ギ
タ ーにめ ぐ り あ い， 今 も研究室の片隅で友達づ き あ い
を しています。 最初の受験で ま ず一敗 した こ と も， 今
はいい思い出です。

「大学を卒業 した ら， 富山に帰 っ て き て中学の英語
の先生にで も な ろ う 」 と漠然と思っ ていたのですが，
保留期間を置いてい る う ちに， 日 本語教育の世界に迷
い込み， ぬけ られな く な っ て， 今 日 を迎えてい る と い
う わけです。
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日本語教育の世界は， 一言で言えば， 学習者の多様
化 教師と教材の不足 と い う こ と に な るで し ょ う か。
非漢字圏の留学生が日本語のテキス ト を読む場合， わ
か ら な い漢字があ る と ， ネ ル ソ ンの 『漢英辞典』 と い
う のを引 き ま す。 この辞典は非常によ く できていて，
漢和辞典よ り かな り 引 き やすいのですが， 残念な こ と
に文例があ り ま せん。 ですか ら， 単語の使い方が分か
ら な いわけです。 そ こ で， 文例を ど こ で さ がすか と言
う と ， 日本人が外国語を勉強す るために作 られた辞典，
例えば， 和英辞典を頼る こ と にな る わけです。 と こ ろ

が， 和英辞典の用例にはフ リ ガナがついていないので，

用例の中に分か ら ない漢字があれば， ま たネ ル ソ ン に
も ど ら な ければな ら な い と い う こ と にな り ます。 こ の
状況は， ア メ リ カ の大学で 2 年教えて 日本に帰 っ て き

こ の 4 月 か ら教養部の ド イ
ツ語研究室に参加 してお り ま
す。 こ れ ま で富山 と の縁と い
えば， 15年程前， 北陸本線で
富山駅を通過 し た際に鱒ず し
を買 っ た こ と があ る だけ と い
う 実に薄い も ので したが， 今
回， 何重 も の幸運に，曹、 ま れ，
こ ち らで ドイ ツ語教師にな る

こ と ができ， これはき っ と 自分で気づいていないだけ
で， 何か深い縁が富山 と私との間にあ る にちがいない
と今では確信 しています。

これま で専門に勉強 してき た領域は ドイ ツの近代文
学です。 ド イ ツ文学で は20世紀 に な る と ， ホ ー フ マ
ン ス タ ールの 『チ ャ ン ドス卿の手紙』 に端的に見 られ
る よ う に， 言語 に対す る 盲 目 的な信頼への揺 ら ぎが
人々 の関心を集め る よ う にな り ま す。 私は特に こ と ば
の 自律性に興味を感 じて， こ と ばに振 り 因 さ れる人聞
を描 き かっ 自演 し た カ ール ・ ヴ、 ァ レ ンテ ィ ンの作品，
それか ら ナ ンセ ン ス詩とかグロ テ ス ク 詩 と か呼ばれる
グ リ ス テ ィ ア ン ・ モ ルゲ ン シ ュ テル ン の 『絞首台の
歌』 を取 り 上げて， そ こ に見 ら れる言語の力を探 っ て
き ま し た。 こ れか ら も しば ら く は こ のよ う な分野を研
究 してい く つ も り です。 ま た語学教師 と しては， 一人

た 10年前 と ， ほと んど変わ っ てい ま せん。
国立教育研究所で は 「パ ソ コ ンによ る外国人のため

の 日 本語教育支援 シ ス テ ムの開発J （通称CASTEL
/J） と い う プ ロ ジ ェ ク ト にかかわ っ て い ま し た口 日
本語教育で使われている辞書， 教科書， 読み物， 台本
な どのデー タ ベース と それを利用する ソ フ ト ウ ェ ア の
開発が主な 目的です。 こ の シ ス テ ムが実用化すれば，
多少と も， 外国人の 日本語学習者の役に立つのではな
し 1か と 恩 っ ています。

最後にな り ま すが， 留学生に対する教育は， 一人で
は ほ と ん ど何 もでき ません。 い ろ いろな方々 に協力を
お願し 、す る こ と にな る と思い ま す。 世界 と 日本を結ぶ
人材育成のために， よ ろ し く ご協力のほどお願い 申 し
上げま す。

みや う ち のぷ

教養部講師 宮 内 伸 子

で も多 く の学生に ドイ ツ語を通 して， こ と ば， それか
ら外国語学習の面白 さ をわか っ て も ら え る よ う な授業
がで き た ら と 思 っ てい ま す。 英語だけではな し に他の
外国語に も接する こ と は， ものを考え る際に， あたか
も何か一つの 「外国」 と い う も のがあ るかのよ う に錯
覚 し て， 日 本で は こ う こ う ， 「外国J で は こ う こ う

（無意識の う ち に外国＝英米 と な っ ている場合が結構
多い） と い う よ う な単純な二分法か ら脱す る き っ かけ
と な る で し ょ う 。 これは大切な こ と だと思います。

私は生来のんびり した質で， 人生の時間を随分無駄
に して回 り 道を している よ う に端か ら は見え る か も し
れま せん。 で も それがどんな に ぐね ぐね蛇行 していよ
う と ， 本人に と っ て は唯一の一本道なのだと あえて言
いたいのです。 高校卒業後の こ と を履歴書風に書けば，
ま ず東京女子大学で社会学と 文化人類学を勉強 し ま し
た。 そ の後 ド イ ツ語を学び， あ る ドイ ツの化学 ・ 薬品
企業の東京事務所で翻訳の仕事に就き ま し た。 しか し
実務に はど う して も時間の制約が伴 う ので， 現物を知
らずに こ と ばだけを訳す と い う こ とが度重な り ， 結局
2 年半程で行き詰ま っ て し ま いま し た。 それか ら い ろ
い ろ迷 っ たあげ く に， 東京都立大学の独文科に学士入
学 し ま し た。 2 年後にその ま ま 大学院に進み， 修士課
程を修了 し 博士課程 1 年を終えた と こ ろで幸運に も
こ ち ら に就職が決ま り ま し た。 こんなのん び り 者の私
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に， 自分の興味のあ る世界で生きてい く 場を与えて下
さ っ た皆様に本当 に感謝 し てお り ま す。 こ の紙面をお

lch stamme aus Ebbs in Tirol ( Osterreich ) .  
Ausbildung: Gymnasium in Salzburg, dann 
Studium an den Universitaten Innsbruck und 
Lissabon . Zunachst Medizin , dann Verglei 
chende Literaturwissenschaft , Germanistik 
und romanische Sprachen . 1976 Promotion 
zum Dr . phil. in den Fachern Vergleichende 
Literaturwissenschaft und Germanistik . 
Gegenstand der Dissertation ist im weitesten 
Sinne Texttheorie und Kultursoziologie. Beruf 
licher Werdegang: 1974/75 Lektor an der Uni 
versitat Porto (Portugal ) ,  dann Assistent am 
Institut far Vergleichende Literaturwissen -
schaft der Universitat Innsbruck und Arbeit an 
einem Forschungsprojekt iiber portugiesisch 
sprachige Kolonialliteratur und af rikanische 
Literatur. 
1988 Wechsel in die Sotwarebranche. Hauptar 
beitsgebiete sind relationale Datenanken , die 
Datenbankabfragesprache SQL ( Mitarbeit an 
einem SQL - Lehrbuch) sowie 4G L ( Program 
miersprachen der vierten Generation) .  
Mein Interesse gilt neben der Literatur vor 

借 り して改めてお礼申 し上げます。

人 文 学 部
外国人教師

アンカ ー ゲオルタ ヨ ーゼ7
ANKER Georg Josef 

allem der angewandten Linguistik im Bereich 
Sprachdidaktik sowie Computerlinguistik. 
Zur Zeit bin ich Lektor fiir deutsche Sprache an 
der Universitat Toyama, und es wiirde mich 
freuen , wenn es auf dem einen oder anderen 
Gebiet zum Gedankenaustausch oder zur 
Zusammenarbeit mit Kolleginnen und Kolle -
gen kommen konnte . 
Fur jemanden ,der wie ich sowohl die Berge als 
auch das Meer ( und frischen Fisch sowie Reis ) 
liebt ,  ist Toyama sicherlich ein guter Platz 
zum Leben . Und vermutlich werde ich hier 
auch mehr Ski fahren ,als in den letzten Jahren 
in Europa. Viel Neues hat mich gleich nach 
meiner Ankunft angenehm iiberrascht - etwa 
die Freundlichkeit der Menschen , aber auch 
viele Kleinigkeiten des Alltags . 
Angenehm iiberrascht hat mich auch , daB ich 
gleich beim ersten Besuch der Universitatsbi 
bliothek einige Bucher gefunden habe,  von de -
nen ich glaubte, daB Sie mir hier vielleicht 
fehlen wiirden . Hier ist also nicht nur gut zu 
leben, sondern auch 早川 zu arbeiten . 
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ド イ ツ 統 一 選 挙 の 風 景

一選挙運動 に も お国柄が反映 し て いる－

選挙 と い え ば， 日 本 で は
選 挙 カ ー か ら の騒音， ビ ラ
洪水， そ し て， 選挙事務所
か ら の電話 と 運動員の訪問
な ど， 相 場 は 決 ま っ て い ま
す。 で も 国が違え ば， 選挙
運動の や り 方 も か な り 違 い
ます。

昨年， 私が滞在 し て い た
ドイ ツ は， ま さ に ドイ ツ統一の最後の締め く く り の時

期で し た。 それに関する重要な日付だけを列記す る と
こ う な り ます。

7 月 1 日 通貨同盟 （通貨を西独通貨に統一〉
10月 3 日 ドイ ツ統一の 日 （東独を西独に編入）
12月 2 日 ドイ ツ統一選挙 （統一後最初の総選挙）

そんな大変な時期な ら， さ ぞか し選挙戦 も騒々 し い
と思われがちですが， 意に反 して本当 に静かで し た。
以下に， ドイ ツの選挙戦の一端を ご紹介 し ま す。

ま ず， 選挙期間中， 騒音に悩 ま さ れる こ と は一度 も
あ り ませんで した。 わが国の よ う に， 町中を所狭 し と
走 り 回 り ， 歩行者に向か っ て， 大音声で 「 ご声援あ り
がと う ござい ます」 と 叫び， ひたす ら候補者の名前を
連呼す る， あの悪名高 き選挙カ ー と い う も の は見かけ
ません。 そ も そ も， ドイ ツでは商業 目的用の宣伝カー
で さ え も ほと んど走っていません。 彼 ら の生活習慣は，
で き るだけ静寂を大切に し た と えば， 夜十時以後は
シ ャ ワ ー ・ ト イ レ の使用禁ι そ して 日 曜日 は掃除 ・
洗濯 も してはいけない， と い う こ と も珍 し く あ り ませ
ん （ も っ と も， わた しの住んで いた アパー ト は年輩者
が多 いに もかかわ らず， あ ま り 厳 し く あ り ませんで し
fこ）。

次に， 選挙 ビラですが， ドイ ツでは， すべての家に
ビラ を軒並み入れてい く ， と い う ビラ の各戸配布はあ
ま り あ り ません。 ビラ は選挙集会会場や繁華街にある

っつ い よう いち
教養部助教授 筒 井 洋

政党の選挙事務所で配布さ れます。 その内容は， わが
国と似た り 寄 っ た り ですが， 運動員の ビラ の撒き方は
だいぶ異な り ま す。 日本だ と ， 選挙期間中， 繁華街を
歩 く と ， 候補者の名前を叫びなが ら， 無理にで も ビラ
を渡そ う と する運動員が多数陣取 っ てい ま す。 も ら っ
て も ど う せ ゴ ミ 箱行 き と 思い なが ら も， 運動員の迫力
に押 さ れてつい取 ら さ れて し ま う ， そんな こ と も よ く
あ り ます。

これが， ドイ ツだと こ う な り ま す。 運動員 は こ ち ら
が催促で も し な い 限 り ， む り や り ビラ を渡す， と い う
こ と は し ま せん。 私は， 研究の関係上， ビラ はで き る
だけ も ら う よ う に しているのですが， 日本だと か つ て
に集ま るのに， こ の国で は も ら い に行かな い と い け ま
せん。 ただ， こ ち らか ら取 り に行 く と ， 運動員は， ま
さ に 自分が関南者にで も な っ たかのよ う に， 微に入 り
細に入 り 説明 して く れます。 ま た， 事務所前で運動員
と 延々 と議論 してい る有権者の姿 も よ く 見かけ ま す。

事務所で は， 人寄せのために， お菓子， 飲物な どを
販売 してい ます。 これがなかなかの人気です。 そ の秘
訣は他の店よ り 値段が安い こ と にあ り ます。 十二月 の
ドイ ツ統一選挙が行われた頃は， ち ょ う ど ク リ ス マ ス

商戦た けなわで， 繁華街には商店に加えて， 屋台が多
数軒を並べていま し た。 そ こで有権者へのア ピールの
ために， 飲食物を安 く 販売す る と い う 手を思いついた
よ う です。 ちなみに， 私のいたポ ッ フ ム と い う 町で は，
コ ール首相率い るキ リ ス ト 教民主同盟が ワ ッ フ ルを，
社会民主党が コ ー ヒ ー と 温めた ワ イ ンを， 緑の党が野
菜や茸の入 っ た焼飯 （肉をよ く 食べる こ の国で は， 米
は ダイ エ ッ ト ・ フ ー ド） を販売 していま し た。

ワ ッ フ ルみたいな甘い物はわが国で は成人男子は食
べま せんが， こ の国ではどんな年齢の人で も好き です。

（けれど， ど う して飲物 も一緒に売 ら ないのか。 こ の
辺が ビ ジ ネ ス にたけた 日 本人に は物足 り な い。 〉 寒 さ
し の ぎに コ ー ヒ ーや ワ イ ンな どは私 も よ く 飲みま し た
が， 夕方に行 く と た いてい売 り 切れ。 （ こ れ じ ゃ 有権
者サ ー ビス じ ゃ な く ， 逆に不信を買 う ）。 焼飯に は プ
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ラ ス テ ィ ッ ク ・ ス プー ンではな く ， 金製の フ ォ ー ク を
使 っ ていたの は， し 、かに も環境保護にやかま し い緑の
党 ら し い。 （けれど， い く ら米を食べて も， べ っ と り
と す る ほ ど油を使 っ た のでは， ダイ エ ッ ト に な ら な
し 、）。

最後 に， 投票 日 前 日 の選挙戦風景ですが， こ れ も
び っ く り す る ほ ど違います。 わが国な ら ば， 声渇れで，
も はや出な い声を振 り 絞 っ て， 最後のお願いを繰 り 返
す候補者や運動員が繁華街に集ま り ， 一種異様な緊張
感と 絶頂感を現出 していま す。 選挙 と は， そ の時だけ
が有権者が主人公であ る こ と を感 じ さ せ る も のですが，
ま さ にそ の フ ィ ナー レ にふ さ わ し く ， 候補者は有権者
の僕 （ し もべ） と しての役割を演 じ よ う と しています。

で も， わが町ポ ッ フ ムの繁華街の様子はま っ た く 違
い ま した。 当 日 は土曜 日 なので， ク リ ス マ スの買物に
多 く の市民が繰 り 出 していま し た。 私 は， 午後三時頃
選挙事務所近 く を俳個 していたのですが， なんと一つ
の事務所はすでに鍵が掛け ら れ， 閉鎖さ れていま し た。
おか し いな。 で も， き っ と 別の党は開いてい る に違い
な い と 思い き や， すべての事務所がすでに閉鎖されて
いた。 あ と でわか っ た こ と ですが， 別の場所で各党と
も最後の選挙集会を開催 していたよ う ですが， それに
して も最後の 日 の こ の光景ほど違和感を感 じ た こ と は
あ り ませんで し た。 つ いでに言 う と ， そ の夜のテ レ ビ
番組に は選挙特集はほ と ん どな く ， 通常の番組を放送
していま し た。

こ こ ま での記述か ら は， なんと ド イ ツの選挙活動が
低調で， 国民の政治離れが進行 している のか， と い う
印象を持たれる か も しれま せんが， それは違います。
私の言いたいのは， 国民性の違い と と も に， 選挙活動

選 挙 活 動 の ー コ マ

の重点の置 き方の違い， 市民生活 と政治と の距離の違
いにあ り ま す。 選挙活動は， 日本では禁止されてい る
個別訪問が中心で， ま た各地区毎の小集会 も頻繁に催
さ れ， そ こ で は参加者間の討論にかな り の時間を割 L 、
ています。 そ して， 彼 ら はわれわれよ り も はるかに確
固 と し た政治的見解を持 っ て い ま す。 こ れ は， 特に
ヨ ー ロ ッ パ と い う 地政的に厳 し い国際環境に住んで い
る こ と と と も に， 日 頃の会話の中で政治問題を論 じ る
習慣が根付いて い る こ とが大き い よ う です。 た と え ば，
東欧にかぎ らず， 西欧で も， 政治をテーマに して， た
いてい は政府や政治家を批判す る ， ア ネ ク ドー ト 〈政
治小噺） が盛んです。

ドイ ツ統一選挙は， ドイ ツ統ー と い う 歴史的意義を
確定す る と い う 意味で重要な選挙で し たが， 実際の選

挙戦は盛 り 上が り に欠け ま し た。 それは， そ も そ も は
統一前に行われて こ そ意味のある選挙が統一後に延期
さ れた と い う 理由 と と も に， かな り 以前か ら勝敗の帰
趨が明 らかであ っ た こ とがあ り ま す。 けれど も ， 投票
率は約78% と ， わが国の 1990年衆議員選挙が73%で
あ っ たのに対 し てかな り 高 く な っています。 こ れで も
か つ て は80%を越えていたの に比べてかな り 下が っ
ていますが， や は り わが国と は大 き な差があ り ます。

彼 ら を見てい る と， 知人か らの投票依頼なんかよ り
も 何がなんで も 自分の考えで選ぶんだ。 も し俺の考
えを変えた ければ徹底的に議論 してや る， と い う 姿勢
が濃厚です。 こ んな頑固な人達の集ま り ですか ら， 彼
ら の選挙戦があ く せ く と していな いよ う に見え る の は，
き っ と 選挙期間 と い う 短い期間ではな し それよ り は
る か以前か ら の議論が勝負なんだ， と で も言いたげで
す。

あ る 政党の選挙事務所前
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•f;苛宮笛量盛：

細胞膜用 顕微偏分光測定装置の開 発

1799年ナポ レオ ンのエ ジ
プ ト 遠征軍のー士官がナ イ
ル河 口 の ロ ゼ ッ タ 付近で奇

妙 な 石碑 を 発見 し た。 そ こ
に 刻 ま れた銘文を基に， フ
ラ ン ス の シ ャ ン ポ リ オ ン は，
エ ジ プ ト 象形文字の解読 に
成功す る 。 1822年の こ と で
あ る 。 並 々 な ら ぬ苦労 と そ

れを経済的に支え続けた兄の美談は今で も多 く の人の
胸を打つ。 し か し これにケチを付けた男がい る。 自
分が先に全文字を解説 していた と い う のであ る。 な る
ほ ど 4 文字は確かに解読 していたが。 そ の男の名 は ト
マ ス ・ ヤ ン グ と い い， 光の波動説やヤ ン グ率な ど物理
学ではお馴染みの イ ギ リ ス人であ る。 今は大英博物館
にあ る ロ ゼ、 ッ タ石と 共に当時の英仏の確執を忍ばせる。

1802年， ヤ ン グは王立協会で， 眼の網膜中 に は，
例えば青， 緑， 黄の 3 種類の色に感ず る細胞 しかな い
と 発表 し た。 われわれは何百 も の色相を見分け る こ と
がで き る か ら， かな り 大胆な説であ る。 後に同様の結
論を得たへルムホルツ と共に， これはヤ ン グ ・ へルム
ホルツの 3 色説と 呼ばれ， 色彩学の基礎 と な っ てい る 。
し か し 科学史家によれば， ヤ ン グの発表以前に 3 色
説は既にあ り ， そ れを記載 し た医学書 も知られて い る 。
乱視の発見な ど眼科学に通 じたヤ ン グがそれを知 ら な
い はずはな い と い う 。 言われてみれば， 「何百 も の色
波長光に共振する何百 もの異な る振動子が視細胞のな
かにあ る はずがな い。 高々 3 つだろ う J と い う ヤ ン グ
の論拠はあ ま り 説得力がな い し ま た， こ の発表の翌
年， 「青， 緑， 黄ではな く 青， 緑， 赤で した」 と訂正
論文を発表 してい る の も何かおか し い。

ア リ ス ト テ レス以来， ニ ュ ー ト ン， ゲーテ， マ ッ ク
ス ウ ェ ル， へルム ホルツ を は じ め， そ う そ う たる面々
によ り 研究さ れて来た色彩論だが， 人間に限 られてい
た。 キ リ ス ト 教国では， 動物が色覚を持つ こ と は許さ
れな い こ と だ っ たのか も知れな い。 し か し パブ、ロ フ
の条件反射の研究のセ ンセー シ ョ ン は人間の脳研究に

ふ 〈 ろ たに げん 畠ち
工学部助教授 袋 谷 賢 吉

留 ま ら なか っ た。 条件付けを用いて多 く の動物で色覚
が調べ られた。 高名な学者で ミ ュ ンへ ン眼科病院長の
へス は広範囲な動物実験の結果， 魚類は全色盲であ る
と の結論を得て いた。 1911年， ミ ュ ンへ ン動物学研
究所の助手 と な っ た フ リ ッ シ ュ は， コ イ 科魚類が人間
と 同様 3 色性の色覚を持っ と の確信を得て発表 し たが，
以後， へスの猛烈な圧力 に さ ら さ れた。 フ リ ッ シ ュ は
次第に ミ ツバチの方へ研究の中心を移 し たが， 魚の色
覚研究を引 き継いだ弟子達は奇妙な こ と を発見 した。
コ イ科の一種， ア プラハヤが紫外線を他の可視光と は
異な る色と して見てい る と い う も のだ っ た。 しか し こ
れはあ っ さ り 否定 さ れて し ま う 。 すなわち， 多 く の動
物の角膜や レ ンズに紫外線を期すする と ， 青白 い蛍光
を発す る 。 実際， 私 自身何度か 自 分の眼で確認 し た
（危険なので真似 し な いで下 さ い）。 紫外線ではな く

可視蛍光を見て い る のだと い う 理由であ る。 以後， こ
の こ と は忘れ去 られて し ま っ た。

心理学で は 3 色説ははるか以前に確立されていた も
のの， その実体 は明 らかでなかっ た。 視細胞の先の方
の光に感 じ る部分に は， 視物質と 呼ばれる感光物質が
細胞膜に埋め込ま れた よ う にな っ てい る。 この感光物
質は レチナールと呼ばれ る ビタ ミ ン A のアルデ ヒ ド と ，
オプシ ン と 呼ばれる タ ンパ ク 質の結合 し た も のであ る 。
レチナールが光量子を吸収 し光異性化を起 こすのが視
覚の始ま り であ る 。 こ の変化 した レチナールはやがて
オプシ ン と の結合が切れ， 遊離 して し ま う 。 視細胞は
樟体と錐体に大別 さ れる。 梓体は暗い と こ ろで， 錐体
は明る い と こ ろで働 く 。 心理学的測定 と の対応によれ
ば， 梓体の視物質は一種類なのに対 し， 錐体の視物質
はそれぞれ青， 緑， 黄の光を最 も よ く 吸収する 3 種類
の ものがな ければな ら な い。 樟体視物質は化学的抽出
が容易で， ワ オ ール ド ら によ り 調べ ら れたが， 錐体視
物質は化学的抽 出が難 し く ， 他の方法が模索さ れた。

これに突破口 を開いたのが 日本の花岡 と 藤本であ っ
た （1957年） 。 花岡 ら は微小なス ポ ッ ト 光を試料に照
射 し その光波長を変えて透過率を測定す る顕微分光
法を錐体視細胞に適用 し た。 残念なが ら， 測定精度は

a－
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悪か っ たが， 衝撃は外国で大き か っ た。 顕微分光法の
開発者で， チ ト ク ロ ムの研究に多大の成果を挙げてい
た M I T の チ ャ ン ス教授の下で働 いた経験を持つ，
ジ ョ ー ンズ ・ ホプキ ン ス大のマ ク ニ コ ル と シ カ ゴ大の
リ ー フ守マ ン は早速， 視細胞用顕微分光法の開発に着手
し た。 1964年， マ ク ニ コ ル と 彼の大学院生マ ー ク ス
は ま ずキ ンギ ョ の 3 種類の錐体視物質の測定に成功す
る。 あ る研究集会で 口頭発表 し たマー ク ス は， 求めに
応 じ リ ー ブ、マ ン に そ のデー タ を渡 し た。 そ の結果が
そ っ く り その ま ま 論文 と な っ て現れたの は言 う ま で も
な い。 と もか く ， 視細胞用顕微分光法に よ り サルや ヒ
ト の錐体視物質の分光特性が続々 と 明 らかに さ れ， 3 

色説の生理学的基礎がよ う や く 確立 した。
1984年， マ ク ニ コ ルの研究室のハ ロ シ は東京女子

医大の橋本の要請を受け， ウ グイ の錐体を顕微分光法
で調べた。 そ の結果， 可視光域の 3 種の錐体に加えて，
専ら紫外線に応答す る錐体が見つか っ た。 同 じ頃， ロ
ン ド ン大のボー メ ー カ ー ら も同様の発見を し 私 も独
立に紫外線感受錐体が広 く コ イ 科の魚類に存在する こ
と ， 及びそ れ らの魚の角膜や レ ンズは紫外線を良 く 透
過す る こ と を確認 していた。 ま さ し く フ リ ッ シ ュ の弟
子達の実験結果の正 し さ が証明 さ れた こ と になる。 し
か し こ の紫外線感受錐体の存在はす ぐ に は学会に認
め ら れなか っ た。 と 言 う の も， 遊離 レ チ ナールは紫外
線に吸収 ピー ク を持つ こ と か ら， 紫外線感受錐体は幻
で， 実は可視光感受錐体の遊離 レチナールを測定 して
い る のではな し 、か と 言 う も のだ っ た。 し か し こ の紫
外線感受錐体の証明に は良い方法があ る。 視物質は細
胞膜中に埋ま っ て い る こ と は既に述べた。 錐体の感光
部の細胞膜はプ リ ンタ 一連樹氏のよ う に折 り 畳み構造
を している。 視物質は偏平なので， 細胞膜に平行な波
面の光はよ く 吸収す るが， 垂直な波面の光は ほ と ん ど
吸収 しない。 一方， 遊離 レ チナールの向 き はラ ン ダム
で こ のよ う な偏光特性は示 さ な い。 従 っ て， 顕微分光
法に偏光特性の測定を加えた顕微偏分光法によ り ， 紫
外線感受錐体の存在の証明がで き る。 こ の装置の開発
が本研究のテーマであ る。 生 き た細胞について， 徴弱
光を用 い瞬間的に測定 しな ければな ら な い と い う 厳 し
い条件があ る。

図 l に， コ イ 科の一種， ジ、 ヤ イ ア ン ト タ守ニオの紫外
線感受錐体についての測定結果を示す。 細胞膜に平行
な波面の光に対する透過率 と細胞膜に垂直な波面の光
に対す る透過率の比の常用対数を縦軸に， 光波長を横
軸 に 目 盛 っ て あ る。 光波長360nm付近 に ピー ク が見

られる。
こ の よ う に して， 紫外線感受錐体の存在が疑いの無

い もの と な っ た。 ま た， コ イ 科以外の メ ダカ な どの魚
類に も， 紫外線感受錐体が広 く 分布 してい る こ とが明
らかにな っ た。

魚類の紫外線知覚は、 や は り 私の発見に な る魚J類の
赤外線知覚 と 共 に， BBC制作映画 「 ス ー パ ー セ ン
ス 」 で も紹介さ れ （ N H K総合テ レ ビ， 平成 2 年 8 月
8 日 放送， 平成 3 年 l 月 と 4 月 に再放送〉， 大き な反
響を呼んだ。

見虫やハチ ド リ の紫外線知覚について は既に知 ら れ
てお り ， そ の生態学的意味 も明 ら かに さ れている。 し
か し 魚類の紫外線知覚の生態学的意味は全 く の謎で
あ る。 ま た， 魚類の場合， 紫外， 青， 緑， 赤と い う 4
色性色覚を もっ点が独特で， あたか も 4 次元世界のよ
う に一層解釈を難 し く している。

最後に， 古い話を も う 一つ。 「解体新書J の中に，
網膜について 「万物の景は此を以て知る な り 」 と あ る 。
なんと い う 名訳 ！ 明和 8 年 （1771 ） ， 干住骨が原で
肺分け に立ち会 っ た前野良沢， 杉田玄白， 中川淳庵は

「 タ ーへル ・ ア ナ ト ミ ア」 の解剖図の正確さ に衝撃を
受け る。 翌 日 ， 前野良沢宅に集ま っ た彼 ら は， オ ラ ン
ダ語を ほ と ん ど知 ら な い に も かかわ らず翻訳を決意す
る。 恐 ら く 全員が興奮のあま り寝つかれず夜を明か し
たであ ろ う 。 彼 らの熱い想、いが時を超え伝わ っ て く る 。

以上， 特定研究報告にか こ つけて勝手な見聞を述べ
て来たが， 昔の人の気概に習い， 紫外線知覚， 4 色性
色覚 と い う 我々 が知覚で き な い世界の解読に挑戦 し続
けたい と思 っ て い る 。
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Coming to Japan 

Coming to Japan was 
like a “ ball " being 
thrown to me from 
somewhere else and ex -
citingly I caught “ it ” .  It 
was indeed a surprise to 
be selected as one of the 
recipients for the 1990 
Monbusho Scholarship 

grant to Japan . It implies risk aside from say -
ing a temporary “ sayoonara” not only to my 
teaching post in the University of San Carlos , 
Cebu City , Philippines , but also to my friends 
and family . During the 3 - hour flight from 
Manila Airport , Philippines to Osaka Airport , 
Japan , I tried myself to quickly learn my first 
Japanese words ,  such as ： “sayoonara, ohay 
oo gozaimasu , konnichiwa, konbanwa and 
doomo arigatoo gozaimasu " . 

Welcoming myself to this Land of the Cher -
ry Blossoms was enhanced by the blooming 
beauty of the famous and lovely “sakura” for it 
was springtime upon my arrival . From 
springtime of last year to springtime of this 
year , life has taught me that man is indeed a 

“ traveller " .  One of the amazing experiences 
that I have treasured as a “ traveller ” was the 
opportunity to meet other Monbusho scholars 
from different countries , such as : Albania, 
Australia , Bangladesh, Brazil , Egypt, Ghana, 
Indonesia, Iraq , Malaysia, Mexico , Nigeria , 
Sudan,  Thailand,  Tunisia and Turkey, when 
we studied together during the 6 - month 
Japanese intensive course at Nagoya Universi 
ty , Nagoya from April - September 1990 . It 
was certainly a varied group and a learning 

外国人留学生 （理学部〉
FRANCES ESPEDILLA EDILLO (7ィ リ ピン）

experience of cultivating mutual respect for dif -
ferent cultures , aside from a headcracking fa -
miliarization with the Japanese language. 

The four distinct seasons in Japan simply 
fascinate me while being here . The following 
lines speak of how much I cherish each season: 

“Spring • • • 

colorful and varied flowers bloom , 
young and greeri buds grow, 

a message of new life and hope it brings . 
Summer 

loud and noisy cicadas sound ,  
the earth becomes hot and humid , 

a message of endurance it shares . 
Autumn ・ ・ ・

green leaves turn to orange , yellow or red , 
some trees become bald , 
birds hoard food, 

a message of preparation it brings 
for life is a constant change . 

Winter • 

fabulous ,  dazzling white snow fall , 
turning the earth fantastically white and 
pure , 

a message of tranquility 
in each man’s  heart it shares ” ．  

For any “travellers ” there is always a place 
of destination . This “ ball - like - thrown " op -
portunity for further studies has brought me to 
be here . I am presently a first year Masters'  
degree student in the Department of Biology , 
Toyama University . My field of research here 
is Endocrinology which is quite a new 訂ea of 
specialization for me and I suddenly find my-
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self as a neophyte . Actually , since my ap 
pointment as a faculty member in my universi -
ty in my country , my work has mainly been 
teaching basic biology to undergraduate stu -
dents and involving some researches on medi 
cal and applied entomology and botany . Hav -
ing now to do research work in a new field calls 
not only for hard work but also dedication to 
venture into a new area of study in a foreign 
land . Consequently , I hope to cultivate these 
requirements. Life in a foreign land is not that 
easy . 

In my simple Japanese: 
“Nihon de no watashi no atarashii seikatsu 

wa moohitotsu senmon o kangaeteiru koto to 
onaji desu . Desu kara, tsuyoi ketsui to iroirona 
kuni no bunka to shuukan ni tsuite , hiroi koko -
ro o motsu koto. ” 

On Japan ’ s  thrust towards international -
ization , I would like to quote a portion from an 
article by Michael Cross in the New Scientist of 

｜警察議室：｜

8 September 1990 : 
“ Over the past few years , Japan has be -

come a land of opportunity to thousands of Eu -
ropean and American researchers , who have 
joined the country ’s public and private re -
search laboratories on fellowships and , occa -
sionally, as permanent staff. Experiences are 
varied and startling. This influx of “ gaijin ” ， a 
common Japanese abbreviation of the word 

“ gaikokujin ” ， or foreigner ,  will grow as 
Japan’s  scientific influence strengthens , as its 
companies become more internationally mind -
ed and as political pressure mounts on the 
country to encourage a two way flow of scien -
tific know - how. ” 

Finally , I hope to gain not only academically 
but also culturally through interaction with the 
Japanese people and getting to know and un -
derstand their culture better . 

1 990年度 日 本 フ ラ ン ス語 フ ラ ン ス文学会秋季大会 について

「 日 本 フ ラ ンス語フ ラ ン ス文学会」 の中部支部は，
愛知， 三重， 岐車， 長野， 石川， 富山の各県在住の研
究者に よ っ て構成 さ れてお り ， 年二回の大会を も っ て
いて， 慣例 と して春季 は名古屋で， 秋季はそ の他の研
究機関で催 さ れている。 こ の支部大会は全国大会 と ほ
ぼ前後 し て行われ， 全国大会 と はー昧 ち が っ た親密

（ア ン テ ィ ム） な雰囲気が特徴と いえ よ う 。
北陸で は数年前に金沢大学で行われたのがは じめて

で， 昨秋 11月 1 7 日 ， 富山大学教養部での支部大会 は，
したがっ て北陸地区で は二度 目 の， そ して も ちろん富
山で はは じめての開催と い う こ と にな る。

大会 は午後一時よ り 25名の参加を得て教養部第201
番教室で行われた。 ま ず開催者を代表 して大谷重彦富
山大学教養部長の歓迎の挨拶， 日 本 フ ラ ンス語フ ラ ン
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かつ の り ょ う いち

教養部教授 勝 野 良

ス文学会会長川村克己氏の感謝の辞があ り ， 続いて三
つの研究発表 と二つの フ ラ ン ス語教育に関する報告が
行われた。

研究発表は， 1. 名古屋外国語大学の小山美妙子氏
の 『Yvette-Maupassantの描 い たjeune fille 像』，
2. 南山大学の丸岡高弘氏の 『 ロ マ ン主義 と 折衷主
義』， 愛知教育大学の岩淵邦子氏の 『ユイ ス マ ン ス

“En rade ” と ア ン ナ ・ ムーニエ』 の順であ っ た。
いずれ も綿密な 資料の整理と 豊かな感性に裏付け ら れ
た レベルの高い研究発表であ り ， 参加者に深い感銘を
与えた。 全国大会での研究発表が， 近年 と か く 若手研
究者の業績づ く り の場と な り 勝ちなのに比 して， 支部
大会で、かか るハイ レベルの研究成果が披露されるのは，
あ る意味で は皮肉な現象と いえ る か も しれない。



休憩の後， 南山大学の栗村道夫氏の 『 フ ラ ン ス語フ
ラ ン ス文学の授業 と 視聴覚教材の使用 について』， 及
び名古屋造形芸術大学の鈴木孝氏の 『 フ ラ ン ス語教育
に関する一考察一一学生の ア ン ケ ー ト よ り一一』 の教
育現場か らの二つの報告があ っ たが， と も に第二外国
語 （本来外国語学習に外部か ら序列がつ け られるのは
間違いであ り ， も し序列があ る とすれば学習者各 自 の
内的必然性に応 じ た も のであ る べ き だろ う 。 ） と して
の フ ラ ン ス語教育にたず さ わ る人の苦渋に充ちた発言
であ っ た。 そ こ に富山大学教養部におけ る イ ギ リ ス語
以外の外国語担当者の直面 している共通の課題をかい
ま みた次第であ るロ

午後 5 時過 ぎ閉会， 引 き続き名鉄富山ホテルの和室
で懇親会が行われ， 和やかな歓談の ひ と と き を過 ご し
fこ。

何分専任教師が 1 人であ り ， し か も私が専攻領域を
フ ラ ン ス文学か ら イ タ リ ア文学へと移 している ため，
最新の学界の情勢に暗 く ， 中部支部の会員諸氏に少な
か ら ぬ御迷惑をおかけ し た こ と に恐縮 している次第で
あ る。 末尾にな っ たが司会に当た られた早水洋太郎，
内 田洋， 吉田正明， 高橋秀雄の四氏に厚 く お礼を申 し
上げた い。

大 学 院 経 済 学 研 究 科 第 1 回 入 学 式

経済学部を基礎 と す る富山大学大学隣至済学研究科
が， 今年度新設 さ れ， そ の第 l 回入学式が去 る 4 月
24日 ， 事務局大会議室で行われた。

同研究科は， 地域 ・ 経済政策専攻 と 企業経営専攻の
2 専攻か ら成 り ， 前者は経済学部の経済学科を基礎 と
した 4 大講座， 後者は学部の経営学科および経営法学
科を基礎 と し た 6 大講座で構成されてい る。 専任教官
37名， 非常勤講師 3 名， 合計40名 の教員組織で発足
し た。

同研究科は， こ のよ う に多 く の担当教官を擁 し， 経
済学， 経営学， 法学と い う 社会科学の主要な分野で広
範囲にかっ学際的に研究する こ とがで き る こ と ， ま た

よし はら せつ お
経済学研究科長 吉 原 節 夫

企業人 ・ 公務員 ・ 教員な どの有職者が夜間に講義や研
究教導を受けて修士課程を修了で き る よ う な昼夜開講
制をと っ て い る こ と が特徴と な っ てい る。 昼夜間講制
の修士課程は， 全国の国立大学で次第にその数が増え
てお り ， 今後 も推進 さ れ る情勢にある。

入学定員 8 名 に対 して， 一般選抜で は 6 名受験 して
3 名が合格， 社会人特別選抜で は 19名受験 し て 14名
が合格， 外国人留学生特別選抜で は 4 名受験 して 3 名

（定員外） が合格 し た。
平成 4 年度の経済学研究科の入学試験は， 早 く な っ

て平成 3 年10月 に実施 さ れ る （受験希望者 は経済学
部教務係に問い合わせて ほ し い）口
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授 業 科 目 及 び 担 当 教 官 一 覧

( 1 ) 地域 ・ 経済政策専攻

授 業 科 日 担 当 教 官 授 業 手ヰ 自 担 当 教 官

現 代 経 済 の モ デ ル 分 析 教授 東 南 ア ジ ア の 経 済 開 発 教授
特 殊 研 究 及 び 演 習 鍋 漂 晃 三 特 殊 研 究 及 び 演 習 藤 森 英 男

経 済 変 動 と 安 定 化 助教授 金 融 自 由 化 と 金 融 政 策 教授
，， 佐 藤 良 一 ，， 丹 羽 昇

経 済 社 会 構 造 分 析 助教授 財 政 の 理 論 と 政 策 助教授
II 小 倉 利 丸 II 古 田 俊 吉

経 済 計 画 理 論 助教授 応 用 計 量 経 済 分 析 教授
，， 長 久 良 一 ，， 和 合 肇

西 欧 事歪 済 史 教授 労 働 の マ ク ロ 経 済 分 析 教授
II 武 暢 夫 ，， 松 川 i弦

日 本 経 済 史 教授 労 働 政 策 助教授
，， 小 松 和 生 ，， 竹 川 慎 吾

経済政策 と 地域産業構造論 教授 労 働 者 生 活 と 政 策 四 日 市 大 学 教 授
II 小 原 久 治 特 殊 研 7’プUt, 山 崎 清

資 源 計 画 教授 比 較 本土 よZ三』 戸寸以ー． 助教授
II 増 田 信 彦 特 殊 研 究 及 び 演 習 飯 田 剛 史

農 業 構 造 と 地 域 開 発 教授
II 中 藤 康 俊

(2） 企業経営専攻

授 業 科 日 担 当 教 官 授 業 科 目 担 当 教 官

人 事 戦 略 助教授 サ ー ビ ス 経 営 教 育 論 教授
特 殊 研 究 及 び 演 習 津 野 雅 彦 特 殊 研 究 及 び 演 習 津 田 利 夫

経 戸邑ふら 管 理 史 助教授 リ ス ク ・ マ ネ ジ メ ン ト 教授
II 水谷内 徹 也 ，， 武 井 勲
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授 業 ネヰ 日 担 当 教 官

財 務 管 理 三亘閥ム 教授
特 殊 研 究 及 び 演 習 田 中 祥 子

国 際 車至 戸邑-'4 論 教授
，， 森 薗 英 輔

マ ー ケ テ ィ ン グ 教授
，， 小 島 満

労 務 管 理 論 教授
，， 伊 藤 格 夫

生 産 管 理 論 助教授
，， 太 田 雅 晴

オペ レーシ ョ ンズ ・ リ サーチ 教授
II 菊 田 健 作

’情 報 管 理 論 教授
II 中 島 信 之

経 営 情 報 処 理 高 岡 短 大 助 教 授
特 殊 研 ’7プbt.. 小 郷 直 言

財 務 メz』:;;: 計 論 教授
特 殊 研 究 及 び 演 習 榊 原 英 夫

管 理 メ� 計 論 助教授
，， 武 脇 誠

授 業 科 日 担 当 教 官

メ＝λ 計 五匡Eそi 査 論 金沢大学教授
特 殊 研 ザブ』t.. 大 野 浩

現 代 不 動 産 関 係 法 教授
特 殊 研 究 及 び 演 習 吉 原 節 夫

金 融 取 号 ｜ 法 教授
，， 大 西 武 士

〈i工二 業 キ且 織 法 教授
，， 泉 田 楽 ー

商 取 ヲ ｜ 法 助教授
，， 志津田 一 彦

経 済 法 教授
，， 滝 川 敏 明

税 法 助教授
，， 岩 崎 政 明

労 使 関 係 の 変 化 と 法 助教授
，， 小 鴬 典 明

雇 用 形 態 の 多 様 化 と 法 助教授
II 唐 津 博
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｛ 教養部だよ り j
ス キ ー は ま ず 転 び 方 か ら

一外国人留学生のための ス キ ー交流会を開催－

教養部で は， 去 る 2 月 2 日 と 3 日 の両 日 ， 大山町粟
巣野スキー場において， 外国人留学生のためのスキー
交流会を開催 し た。 こ の企画は， 留学生諸君にスキー
を通 して富山の 自然に親 しんでいただ き ， ま た教職員
と の懇談の機会 も設けて， 勉学上の指導や生活面での
助言をよ り き め細か く かっ効果的にす る 目的で， 今回
初めて実施さ れた も のであ る。

初 日 は気温 も低 く ， 曇 り 空か ら時折雪の降る生憎の
天候だ っ たが， 留学生たち は， 道の両側 に高 く 降 り 積
も っ た雪や白一色の広いゲ レ ンデに驚 き の 目 をみは り ，
パ ス か ら 降 り る と さ っ そ く 雪玉を投げ合 つ ての大は
し ゃ ぎであ っ た。

班に分かれての指導は， ま ず身体を斜め後方山側に
倒す 「正 し く 安全な転び方J の手ほ ど き か ら始ま っ た。
それが初心者に対 し ケガを避け る心得にな る と 同時
に 恐怖感を取 り 除いて心身の緊張をほ ぐす効果的導
入に も な っ て い るので， 体育の先生方の賢明適切な指
導ぶ り に一同大いに敬服 し た も のである。

と こ ろが実際に は， 長いスキー板 と い う も の は厄介
な代物で， ど う も思い通 り に動けな いのであ る。 立ち
上がろ う と して尻 も ちをっ き， 向 き を変えよ う と して
転倒 し 止ま ろ う と してつんのめ り ， 開脚登行のつ も
りがズルズル下が っ て し ま い， 靴底に こ び り 着いた雪
のために脱落 し た ス キ ー板を追し 、かけて走 る こ と も
あ っ て， その度毎に， 留学生た ちのあ いだか ら笑い声
や歓声が上が っ た。 と にか く 最初は， 転び方の練習ば
か り であ っ た。

し か し， 若い人の身体は柔軟で順応性に富むか ら，
こ けつ ま ろ びつ， 汗だ く ， 雪ま みれにな っ てゲ レ ン デ
を何度 も登 り 下 り する う ち， 目 に見えて上達 している
のであ る。 何かの き っ かけで身体自体がコ ツを会得す
る と ， 自 在にバラ ン スが取れ る よ う に な り ， 滑 る ス
ピー ドの刺激的な緊張感 と ， 自然の広が り の中に風を

切 っ て飛び込んで い く 爽快な解放感が， 喜びと な っ て
全身を貫いてい く のである。

ペつ も と あき お

教養部助教授 別 本 明 夫

こ の ス キ ー な ら で はの苦労 と 喜びを， 共に分か ち
あ っ たか ら こ そであ ろ う ， 宿に帰 っ てか ら の懇談会は，
互いに旧知の よ う に打ち解けた和やかな雰囲気が譲 り ，
ややもする と 隔 り がちな留学生と教職員の関係 も親密
な もの にな っ て大いに盛 り 上が っ た。

翌日 は晴天に恵ま れ， ま た夜間 に降 り 積 も っ た雪は
さ ら さ ら と し た極上の雪で， 全員が立山山麓の雄大な
自然の素晴 ら し さ を満喫 し た も のであ る。 指導 も次第
に高次の段階に進んで， 直滑降か ら S 字の滑降へ， な
だ らかなス ロ ー プか ら傾斜のあ る長い ス ロ ー プへと移
行 し た。 キ ッ ク タ ー ンの練習で足が もつれ， 四苦八苦
していた留学生 も， いつの間にかす っ か り マ ス タ ー し
て， 巧みに向 き を変え ら れる よ う にな り ， 午後に は全
員 リ フ ト に乗る こ とがで き た。

今回の交流会は， 留学生諸君か ら も ま た教官か ら も
予想外の好評をいただいて， 大成功であ っ た。 なお，
会の運営にあた っ て さ ま ざま な雑務を引 き受けて く だ
さ っ た多数の事務官の方々 に， こ の紙面をお借り して
厚 く お礼申 し上げた し 、。 と く に， 昼食のために用意 し
ていただいた鍋汁が大変美味 しか っ た こ と は， 是非つ
け加えてお き た し 、。
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｛ 学生部だよ り ）
く〉平成 3 年度富山大学入学者について

平成 3 年度富山大学の入学者は， 志願倍率6.43倍の
難関を突破 した1 ,537名の学部学生をは じめ と して大

学 部

学院学生136名， 専攻科学生 l 名， 合計1 ,674名 が決
定 し ま し た。 入学者の内訳は， 次の と お り です。

学部 学 科 ・ 課 程
募 集

入学者数
入 学 者 内 訳 外国人

人 員 男 女 県 内 県 外 留学生

人
人 文 A手>4・ キヰ 95 108 44 64 41 ( 31 )  67 ( 33) 1 ( 1 )  
圭ロ五c :f: 文 �ムA－ 科 95 95 16  79 42 ( 38) 53 (  41 )  2 (2) 

文
計 190 203 60 143 83 ( 69) 120 (  74) 3 (3) 

小 学 校 教 員 養 成 課 程 100 100 19 81 51 ( 42) 49 ( 39) 

教
中 学 校 教 員 養 成 課 程 50 50 23 27 23 ( 14) 27 ( 13) 
養護学校教員養成課程 20 20 2 18  9 (  9) 1 1  ( 9) 

育
幼 稚 園 教 員 養 成 課 程 30 30 。 30 20 ( 20) 1 0 (  10) 
情 報 教 育 課 程 40 40 14  26 21 ( 16) 1 9 (  10) 

計 240 240 58 182 1 24 ( 10 1 ) 1 16 (  81) 
経 済 学 科 159 159 127 32 52 ( 20) 107 ( 12) 3 (2) 

昼間主 経 営 学 科 124 128 87 4 1  40 ( 22) 88 ( 19) 1 1 (3) 
経 コ ー ス 経 営 法 学 科 102 106 8 1  25 29 ( 14) 77 ( 1 1 )  

計 385 393 295 98 121 ( 56) 272 (  42) 14 (5) 

済
経 済 学 科 20 20 16 4 9 ( 0) 1 1  ( 4) 

夜間主 経 営 学 科 20 20 15 5 14 ( 2) 6 (  3) 
コ ー ス 経 営 法 学 科 20 2 1  1 6  5 12  ( 3) 9 (  2) 

計 60 61  47 14 35 ( 5) 26 ( 9) 
計 445 454 342 1 1 2  156 (  61 )  298 ( 51 )  

数 f孟ムA－ キヰ 53 53 38 15  19 (  9) 34 ( 6) 

物 理 子.u4 科
35 35 30 5 8 (  4) 27 ( 1 )  

47 
3 (  1 )  9(  1 )  1 2  1 2  10 2 

理 化 子A孟4 科 43 43 24 19 1 5 (  9) 28 ( 10) 
生 物 A子A晶・ 科 35 35 16  19  1 0 (  8) 25 ( 1 1 )  

地 球 科 子A主A 科
27 28 19 9 4 (  3) 24 ( 6) 

32 
5( 0) 5 5 5 。 。

計 210 21 1 142 69 59 ( 34) 1 52 (  35) 
電 子 情 報 工 学 科 132 132 127 5 27 ( 0) 105 (  5) 4 ( 1 )  
機械 シ ス テ ム 工 学 科 101  101  100 28 ( 1 )  73 ( 0) 4 (0) 

工 物 質 工 ザ.u4・ 科 83 83 72 1 1  24 ( 2) 59 ( 9) 2 (0) 
化 学 生 物 工 学 科 86 86 64 22 20 ( 7) 66 ( 15) 

計 402 402 363 39 99 ( 10) 303 ( 29) 10 ( 1 )  
l仁L1 計 l, 487 l, 510 965 545 521 (275) 989 (270) 27 (9) 

注 ： （ ） 内 は女子で内数であ る。 入学者の県内 ・ 県外別の数 は 出身高校等所在地で分類 し て い る 。
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大 学 院

専 攻
募 集

入学者数
入 学 者 内 訳 外国人

研郊ヰ
人 員 男 女 県 内 県 外 留学生

人研 日 本 ・ 東 洋 文 化 専 攻 5 6 3 3 1 ( 1 )  5 (2) 1 ( 1 )  
文 究 西 洋 文 化 専 攻 5 5 2 3 3 (3) 2 (0) 1 ( 1 )  
科
学科 計 1 0  1 1  5 6 4 (4) 7 (2) 2 (2) 

経研 地 域 ・ 経 済 政 策 専 攻 4 5 5 。 5 (0) 。 1 ( 1 )  

済究 企 業 経 営 専 攻 4 12  9 3 8 (2) 4 ( 1 )  2 (0)  

学科 計 8 17 14  3 1 3  (2) 4 ( 1 )  3 ( 1 )  

数 Aザ主4与与 専 攻 8 3 3 。 1 (0) 2 (0) 
理

物 理 f 専 攻 8 9 8 3 ( 1 )  6 (0) 2 ( 1 )  ふ呼u・． 

化 �込＂＇： 専 攻 10 10  8 2 5 ( 1 )  5 ( 1 )  
研

生 物 でA主子4
、 専 攻 8 10  8 2 1 (0) 9 (2) 1 ( 1 )  ’7プH

"t. 
地 球 科 学 専 攻 3 1 (0) 2 (0) 

科
8 3 。

計 42 35 30 5 1 1  (2) 24 (3) 3 (2)  

電 気 工 学 専 攻 1 0  6 6 。 3 (0) 3 (0) 1 (0) 

工 工 業 化 学 専 攻 10 1 1  1 1  。 3 (0) 8 (0) 

� ‘ 金 属 工 学 専 攻 8 13 13  。 4 (0) 9 (0) 

研 機 械 工 学 専 攻 10  6 6 。 3 (0) 3 (0) 1 ( 1 )  
ヴプ』"t. 生 産 機 械 工 学 専 攻 8 6 5 1 3 (0) 3 ( 1 )  
’7プb"t. 化 学 工 学 専 攻 8 7 7 。 2 (0) 5 (0) 

科 電 子 工 学 専 攻 8 14 14 。 5 (0) 9 (0) 

計 62 63 62 23 (0) 40 ( 1 )  2 ( 1 )  
メr:..,_ヨ 計 122 1 26 1 1 1  15 51  (8) 75 (7) 10 (6) 

専 攻 科

専 攻

、BEr－－

 

ft、1i

 

外国人

留学生
科

募 集
｜｜ 入学者数

人 員 男一
o

入 学 者 内 訳
女 ｜ 県 内 ｜ 県 外

教 育 専 攻 科 I 5 

注 ： （ ） 内 は女子で 内数で あ る 。

。

く〉就職協定について

来春卒業予定の皆 さ ん は， 将来の進路につ いてい ろ

いろお考えの こ と と お も います。
さ て， 平成 3 年度大学及び高等専門学校卒業予定者

に係る就職協定期 日 については， 就職協定協議会にお
いて次の と お り 決定 さ れま し た。

8 月 1 日 企業等の説明及び個別訪問開始
10月 1 日 採用内定開始

これ らの期 日 は， 皆 さ んの最終学年の学習にで き る
限 り 支障を与えず， ま た就職の機会均等 ・ 公平性を期
する と い う 観点か ら定め られた も のです。

qd
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く〉平成 2 年度卒業生就職状況
平成 3 年 5 月 1 日 現在

A手ふ4・ 項目 卒 業 者 数 就職希望者数 就 職 者 数 就職未定者数 就職率 （ % ）

部 学科 ・ 調呈
性別 女 男 女 男 女 男 女 男 女男

人
文

学
部

人 文 学 科 24 臼 お 59 泣 日 1 3 妬. 7 94. 9 

語 学 文 学 科 16 84 16 79 12 71 4 8 75. 0 関. 9

計 40 148 39 138 34 l幻 5 1 1  87. 2 9'2. 0 

小学校教員養成課程 27 1 14 お 1 13 24 101 12 96. 0 関. 4
教

中学校教員養成課程 27 36 26 34 お 32 2 96. 2 94. 1 
育

養護学校教員養成調呈 13 1 13 13 100 100 
品4-

幼稚園教員養成課程 25 25 お 100 
部

計 白 l邸 52 1缶 日 171 2 14 96. 2 9'2. 4 

経 車至 済 f: 科 141 お 132 26 1却 26 2 98. 5 100 

済 車歪 ，孟昌...... A千-'4 科 107 40 102 39 102 39 100 100 
A十.... 九 経 営 法 学 科 111  お 1位 20 100 20 2 部. 0 100 

部 計 359 91 336 回 332 回 4 98. 8 100 

数 ふ子"-4・ 科 お 10 24 10 24 10 100 100 

理 物 理 � 科 44 4 34 3 34 3 100 100 

化 A子ムa与－ 手ヰ 29 14 19 1 1  19 1 1  100 100 A千，，』

科生 物 寸�ι一 19 13 11 9 1 1  9 100 100 

部 地 球 科 学 科 17 4 14 3 14 3 100 100 

計 137 45 102 36 102 36 100 100 

電 気 工 学 科 49 幻 43 100 

工 業 化 学 科 � 2 26 2 26 2 100 100 
工

金 属 工 学 科 36 お お 100 

f: 機 械 工 学 科 39 32 32 100 

生 産 機 械 工 学 科 31 26 26 100 
部

化 学 工 学 科 32 25 お 1 lα） 100 

電 子 工 学 科 日 39 39 100 

計 277 4 214 3 214 3 100 100 

辺Eヨ、 計 8槌 476 743 447 7担 422 1 1  25 98. 5 94. 4 

am宮円。



。平成 2 年度卒業生産業別就職状況
平成 3 年 5 月 1 日 現在

I� 
人 教 経 理 工 fコ. 

ιごと
人 教 経 理 工 ぷEコ泊、

文 育 済 A弓込4与み 学 文 育 済 主弓主ゐ与 点子.... ・. ，子ur.与 』守Jゐ忌 品弓.... 与. 学 弓－与 aよ品子,, 
部 部 部 部 部 計 部 部 部 部 部 計

農 ・ 林 ・ 漁 業 不 動 産 業 4 5 

鉱 業 1 議 運 輪 業 4 9 2 17 
． 建 吾員F又L 業 通 信 業7 5 14 2 2 3) 

通量
4 4 9 

餅ヰ品 ・ たばこ製造業 3 4 3 2 ロ 計 4 13 2 6 a3 

織 維 工 業 1 3 6 電気 ・ ガ ス ・ 水道 業 3 4 6 13 

羽匝 ・ そ叫臨榔組E自 1 医 療 保 健 業

製 出坂 ・ 師事j ・ 帰噂産業 18 2 2 Z3 サ 法 務 l 3 4 

化 A子"4 工 業 2 19 al 41 ｜ 宗 教
石油製品 ・ 石炭製品 ビ 非 営 利 的 団 体 2 

鉄 鋼 業 4 5 ス 情 報 処 理 2l � 73 gr 17 lffi 

造 非 鉄 金 属 製 造 業 6 4 4 15 業 その他のサー ビス業 12 ロ 28 2 55 

金 属 製 品 製 造 業 3 9 l 7 21 計 42 46 l〔泣 3) 19 却

一 般 機 械 器 具 3 l 5 7 2l 45 教 育 Z3 1泣 5 17 l7l 

電 気 機 械 器 具 12 l 25 13 包 113 国 家 事 務 6 8 10 25 
公

業 輸 送 用 機 械 器 具 l 8 al :£ 地 方 事 務 11 10 34 2 4 61 
務

精 密 機 械 器 具 4 5 4 14 計 17 18 44 2 5 ffi 

そ の 他 の 製 造 業 2 3 15 10 13 43 上 記 以 外 の も の 4 4 8 

計 48 11 79 包 174 :r14 ii 言十 161 担 417 1:£ 217 1. 151 

在日 在日 売 業 8 3) 4 43 大 1fニ 業
． 従 業 員 数 81 33 IB3 !ll lffi 回

売 業 7 2 18 2 2l 規 ( 3 0 0 人 以 上 ）

業 言十 15 2 48 3 4 7'2 4莫 中 企 業

（
従 業 員 数 ｝ 40 25 73 al ?A 11Q 

金 銀 行 信 託 業 47 2 1 51 男lj 3 0 ～ 2 9 9 人

融 証券業 ・ 商品取引業 2 2 ロ 16 就 A人Zニ 業
従 業 員 数 ） 7 6 12 25 

保 ｛呆 険 業 2l 3) 戦 [ 2 9 人 以 下

険 その他の金融 ・ 保検業 3 11 15 先
企 業 以 外 l3 151 49 19 5 'Bl 

業 計 4 6 !ll 2 112 
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。第43回北陸地区国立大学体育大会 に つ いて

第43回北陸地区国立大学体育大会の競技種 目 ・ 日
程等が決定 し ま し た。

本体育大会 は， 北陸地区国立大学の ス ポ ー ツ の健
全な発展 と 普及に寄与す る と 共に， 相互の親睦を図
る こ と を 目 的 と し て例年実施 さ れて い る も ので， 本
年度 は福井大学が当番校 と な り 実施 さ れ ま す。

学生諸君に は 日 頃の練習の成果を充分発揮 し好成
績を挙げる こ と が期待 さ れて い ま す。

4. 期 日 等

5. 参加大学

6. 開 会 式
第43回北陸地区国立大学体育大会実施要項

1 . 名 称 第43回北陸地区国立大学体育大会
2. 主 催 福井大学， 北陸地区国立大学体育

連盟
3. 後 援 福井県， 福井市， 鯖江市

7. 閉 会 式
及び表彰

8. 大会本部

福井県教育委員会， 福井市教育委
員会， 鯖江市教育委員会
側）福井県体育協会
実施期 日 ， 競技種 目等の詳細 は下
記 「実施細 目 」 の と お り
富山大学， 富山医科薬科大学， 高
岡短期大学， 金沢大学， 福井医科
大学， 福井大学
平成 3 年 7 月 14 日 （ 日 〉 午前 9 時
か ら （福井大学第 l 体育館〉
各種 目別に各会場で行 う も の と す
る 。
福井大学学生課

第43回北陸地区国立大学体育大会実施細 目

種 目 期 日 開台時刻 競 技 会 場 出場選手数 競 技 方 法 及 び 小 種 目

( 1 ）以を
ー
め
し

悼
ナ，
内

る

l

ノ

種

．

｛

劉

〕
名

目
リ

た
の

レ

陸

2
名

オ軍
ー
だ

男子 （トう妙） �仙5仙E乱2蜘闘蜘i 4α�8批蜘4i帥nil.

(7� －川） ま走棒槍
剛幅高挽

同肱肱E
ハ
4三円ニ

n段盤マ
nR.貧凪ー血l政

投
均走砲nR高丸且跳福井運動公園陸上競

陸 上 競 技 男 ・ 女 7 月 14日 （ 日 ） 10 : 00 る。
技場 女子 （トうけ） l仙n. 200n 41蜘8蜘 蜘嗣

(2) 1 人の出
3

場種 4仙I前種目 は， 走オ樹幅ー批跳プン競走樹技高Dt:跳と して
円4盤蜘投師

目（リ以レー内をと除すくる）。 (7�－M) 

男子自由形 加n. 1仙n. 200n 4蜘i 8蜘背
平 泳

泳
lOOn. 2仙n
1(胤

2
仙n(1 ）以内l 種目 3 名 バタ

ド
フ ラ イ 1(蜘L 加E

メ レー リ レー 4αh福井運動公園祭営プ リ レ ー 気泊凪 8蜘l
水 泳 ，， 7 月 14日 （日） 10 : 00 (2) l 人の出

3
場種 個人メ ド レー 2仙n. 41α� ール 種目以目内は， （ リ レ 女子

背
自由形

泳
ーを除 く ） 5伽L lOOn. 2α恥 4α加

1(肋i 2仙E平 泳 H肋i 200n 
バタ フ ラ イ 加R l仙B
メ ド レー リ レー 4蜘
リ レー 2胤 4蜘
個人メ ド レー 2仙n

野 球 男 （雨
7

天
1

月

5
の
1

日

4
場
に

日

延
合

（
期
日 ）

） 
9 : 00 福井運動公園野球場 3略以内 リ ー ク噌

7 月 13日 （
（土日

）
） 

13 : 00 
7 月 14日 9 : （氾

準 硬 式 野 球 II 福井臨ヰ大学野球場 お名以内 ト ーナメ ン ト 戦 3 位決定戦
（雨

1
天
5日

のま場で合賢厳正ヨ

po

 

qo

 



種 目 期 日 開始時刻 競 技 会 場 出場塁手数 競 技 方 法 及 び 小 種 目

7 月13日 （土）
7 月14日 （ 日 ） 9 : 00 福井大学屋外球技コ 男子 店名以内 団体 （ ト ーナメ ン ト 戦） 男子 4 複 7 単

庭 球 男 ・ 女 開 会 式
（雨天の場合 終 了 後 一 ト 女子 7 名以内 II （ ト ーナメ ン ト戦） 女子 2 複 3 単
15日 まで順延）

7 月14日 （ 日 ）
男子 30名以内 団体 （点取り リー婚が ｛女

男
子
子 5 チー ム 9 セ ッ ト

3 チー ム 9 セ ッ ト
軟 式 庭 球 ，， （雨天の場合 9 : 00 福井市西公園庭球場

15日 に延期） 女子 20名以内 個人 （トナメント戦） ｛女
男子
子��チ

チ
ーム以内9t外
-h.以内9t外

バスケ
ボ
ッ ト ，， 7 月 14日 （ 日 ） 10 : 00 福井運動公園体育館 男女共却名以内 ト ー ナメ ン ト戦ー ル

ノ《 レ ーボー ル ，， 7 月14日 （ 日 ） 10 : ()() 三国町民体育館 ，， 12名以内 ト ーナメ ン ト戦 3 セ ッ ト

サ ッ カ ー 男 ；品目 rn� rn ； �  福井厨ヰ大学グランF 20名以内 ト ー ナメ ン ト戦 （35- 5 -35) 

ラ グ ビ ー ・ 6 月 16 日 （日） 10 : 00 
II 6 月23日 （ 日 ） 10 : 00 福井大学運動場 お名以内 ト ーナメ ン ト 戦 （30- 5 -30) 

フ ッ ト ボール 6 月30日 （日） 10 : 00 

団体 （ リ ー ク職） 男子 4 複 7 単
福 井 大 学 附 属 男子 お名以内 女子 （予選 リ ーク鞍， 決勝 ト ーナメ ン

卓 球 男 ・ 女 7 月 14日 （日） 9 : 00 ト駒 2 複 5 単
中 学 校 体 育 館 女子 12名以内 個人 （ ト ーナメ ン ト戦 ・ シ ン グルスのみ）

男子25名以内， 女子ロ名以内

団体 （点取り リ ー ク職）
7 月 7 日 （日） 9 : ()() 男子 時名以内 男子 3 複 4 皐 女子 2 複 3 単

バ ド ミ ン ト ン II 7 月13日 （土） 9 : 00 毎井大学第 l 体育館 個人 （ ト ーナメ ン ト戦）
7 月 14日 （日） 開会 女子 10名以内 シングルス 男子12名以内， 女子10名以内

終了後 'ffi以 男子 6 細ぷ内， 女子 5 組以内

団体 （点取 り ト ーナメ ン ト戦）
柔 道 男 7 月14日 （日） 9 ： 〔泊 福井県立武遡官 17名以内 3 位決定戦 個人 （ ト ーナメ ン ト戦）

4 名以内

団体 男子 （予選 リ ー ク職， 決勝トーナメ
以
ント戦

内
）
） 男子 28名以内 l チー ム 7 名 （登録 9 名

剣 道 男 ・ 女 6 月30日 （ 目 ） 9 : 00 福井大学第一体育館 l 校 2 チーム以内
女子 ロ名以内 女子（ リー グ戦） 5 名 （登録 7 名以内）

個人 （ ト ーナメ ン ト 戦）
男子10名以内， 女子 5 名以内

男子 床運動 ・ 鞍馬 ・ 平行棒 ・ 吊輪 ・ 跳馬
男子 20名以内 鉄棒

体 操 ，， 7 月 14日 （臼） 10 : 00 鯖江市立待体育館
女子 10名以内 女子 床運動 ・ 段違鞘ラ律 ・ 平均台 ・ 跳馬

新体操 （エキ ジ ビヅ ョ ン）

ト ーナメ ン ト戦 3 位決定戦 （25- 10-25)
ハ ン ドボール ” 7 月14日 （ 日 ） 10 : 00 北陸動体育館 男子 15名以内

女子l本 金沢大学と富t1民浮のエキジビシ ョ ン

ヨ ツ ト II 7 月 ｝�� �音� . 9 : 00 三国ヨ ッ トハーパー 2()名以内 総級合
2 鵬と種止目別470級（ス

2
ナ
艇

イ
制

プ， 47悦及） スナイ プ

円atqu

 



種 目 期 日 開始時刻j 競 技 会 場 出場選手数 競 技 方 法 及 び 小 種 目

団体 自 由組手 （ 5 組） リ ー ク職
各試合 2 分 3 本勝負

空 手 道 男 7 月 14 日 （日） 10 : ()() 福井厨ヰ大学体育館 20名以内 個人 自 由組手 ト ーナメ ン ト戦
各校 4 名以内 2 分 3 本勝負

（引き分けの時 2 分延長後判定）

7 月13日 （土） 9 : （幻 男子 14名以内 団体 男子 8 名 C l 人却射計l田射）

弓 道 男 ・ 女 福井県立酎副官 女子4 名 C l 人却射計ω射）
7 月 14 日 （ 日 ） 9 : ()() 女子 6 名以内 偶人 団体戦出場者及び男女 8 名

(20�tr同今中数の多い者）

団体 フ ィ ギア レース (1) 軽四輪 （660cc以下）
各種目 2 名 (2） 小型 ト ラ ッ ク

自 動 車 ，， 7 月 14 日 （ 日 ） 9 : ()() 北陸自動車朝交 個人 ( 4 ナンバーキげオーバータイプ〉

各種目出場 (3） 小型乗用車
者 2 名以内 (4） 普通乗用車

創 作 舞 踊 ，， 7 月 14 日 （日） 1 1 : ()() 福井市民樹止会館 公開演技

福井大学附属神地 公開演武 （団体演武 ・ 組演武 ・ 個人部捕 り リ
少 林 寺 拳 法 ，， 7 月 14 日 （ 日 ） 10 : ()() 

体育館 ー ク職）

� 気 道 II 7 月 13日 （土） 14 : ()() 富山大学武道場 公開演武 （組演武）

アフ ッメ ト
リボカールン 男 6 月30日 （ 日 ） 14 : ()() 金沢大学運動場 金沢大学と福井大学のエキ ジ ビジ ョ ン

。平成 3 年度前期授業料免除 について

平成 3 年度前期授業料の免除 に つ いて は， 先に開催 さ れた授業料等減免選考委員会の選考を経て， 下記の

と お り と な っ た。

区 分 出 願 者 全 額 免 除 半 額 免 除 不 許 可 文部省申請

A手＇－＇.・ 部 4 3 3 3 0 6 1 2 0 7 。

大 Aヲ孟£ム． 院 3 1 2 3 6 2 。

私費外国人留学生 5 1 。 。 5 0 

計 5 1 5 3 2 9 1 2 6 1 0 5 0 

n6

 

nぺU



。平成 3 年度 学 年 麿

� 

期

目lj

台寸国一． 

期

後

：主r.l, 

期

備

入 学 式
新 入 生 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン

平 成 3 年 4 月 1 0 日 （ 水 ）
平 成 3 年 4 月 1 0 日 （ 水 ）

～ 1 2 日 （ 金 ）
平 成 3 年 5 月 3 1 日 （ 金 ）
平成 4 年 3 月 25 日 （ 水 ）

本 学 創 立 記 念 日
卒 業 式 ・ 修 了 式

教 養 部
授 業 関 係 等 全学部 〈 夜 間 主 経 j斉 � 部

コ ー ス を 除 く ） 夜 間 主 コ ー ス

4 月 1 1 日 （ 木 ） 4 月 1 1 日 （ 木 ）
授 業

7 月 1 7 日 （ 水 ） 7 月 1 7 日 （ 水 ）

7 月 1 8 日 （ 木 ） 7 月 1 8 日 （ 木 ）
夏 季 休 業

9 月 1 日 （ 日 ） 9 月 1 日 （ 日 ）

9 月 2 日 （ 月 ） 9 月 2 日 （ 月 ）
授 業

9 月 7 日 （ 土 ） 9 月 7 日 （ 土 〉

9 月 1 2 日 （ 木 〉 9 月 1 7 日 （ 火 ）
期 末 試 験

9 月 25 日 （ 水 ） 9 月 24 日 （ 火 〉

1 0月 1 4 日 （ 月 ） 1 0 月 1 4 日 （ 月 ）
授 業

1 2 月 2 1 日 〈 土 〉 1 2 月 2 1 日 （ 土 ）

1 2月 22 日 （ 日 ） 1 2月 2 2 日 （ 日 〉
冬 季 休 業

1 月 6 日 （ 月 ） 1 月 6 日 （ 月 ）

1 月 7 日 （ 火 ） 1 月 7 日 （ 火 ）
授 業

2 月 1 0 日 （ 月 ） 2 月 1 0 日 （ 月 〉

2 月 1 4 日 （ 金 ） 2 月 1 4 日 （ 金 ）
期 末 試 験

2 月 22 日 （ 土 ） 2 月 20 日 （ 木 ）

考
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人 文 :f: 部

4 月 1 5 日 （ 月 ）

7 月 1 3 日 （ 土 ）

7 月 1 5 日 （ 月 ）

8 月 3 1 日 （ 土 ）

9 月 2 日 （ 月 ）

9 月 1 4 日 （ 土 ）

1 0 月 1 4 日 〈 月 ）

1 2月 1 4 日 （ 土 〉

1 2 月 1 6 日 （ 月 ）

1 月 4 日 （ 土 ）

1 月 6 日 （ 月 ）

2 月 1 5 日 （ 土 〉

教 育 ザ....，.ー 部

4 月 8 日 （ 月 ）

7 月 1 3 日 （ 土 〉

7 月 25 日 （ 木 ）

9 月 1 日 〈 日 ）

7 月 1 8 日 （ 木 ）

7 月 24 日 （ 水 ）

1 0月 2 1 日 （ 月 〉

1 2月 2 1 日 （ 土 ）

1 2 月 22 日 （ 日 〉

1 月 5 日 （ 日 ）

1 月 6 日 （ 月 ）

2 月 8 日 （ 土 ）

2 月 1 4 日 （ 金 ）

2 月 20 日 （ 木 〉

教 育

月
月

実 習
9 2 日 （ ～
1 0  1 9 日

月
（ 土
）

〉



ザ＂＂＂ー－ 

授 業 関 係 等
期

授 業

円fj
夏 季 休 業

ザA孟4・ー

期
授 業

期 末 試験

授 業

後
冬 季 休 業

a寸uー． 

期
授 業

期 末 試験

H生El叉ニ 済 �主」L－ 部
昼 間 主 コ ー ス
夜 間 主 コ ー ス
4 月 8 �

日

（ 月 〉

7 月 1 3 （ 土 〉

7 月 咋
日

（ 月 〉

8 月 3 1 （ 土 ）

9 月 2 �
日

（ 月 〉

9 月 7 （ 土 ）

9 月 1 1 �
日

（ 水 〉

9 月 1 9 （ 木 〉

附 1 4 �
日

（ 月 ）

1 2 月 2 1 （ 土 ）

間 吋
日

（ 火 ）

1 月 6 （ 月 〉

1 月 7 �
日

（ 火 ）

2 月 10 （ 月 〉

2 月 1 4 �
日

（ 金 ）

2 月 2 1 （ 金 ）

理 ザ，..，.，，，・ 部

4 月 15 �
日

（ 月 ）

7 月 1 3 （ 土 ）

7 月 1 5 �
日

（ 月 ）

8 月 3 1 （ 土 ）

9 月 2 �
日

（ 月 ）

9 月 14 （ 土 ）

同 1 4 �
日

（ 月 ）

1 2 月 2 1 （ 土 ）

間 24 �
日

（ 火 ）

1 月 1 1 （ 土 〉

1 月 1 3  日

日

（ 月 ） 

2 月 1 5 （ 土 ）

工 A寸Lん・ 部

4 月
吋

日

（ 月 ）

7 月 1 5 （ 月 ）

7 月 巧
日

（ 火 ）

8 月 3 1 （ 土 ）

9 月 2 �
日

（ 月 ）

9 月 2 1 （ 土 ）

同 咋臼 （ 月 ）

1 2 月 2 1 （ 土 ）

間 24 �
日

（ 火 ）

1 月 7 （ 火 ）

l 月 8 �
日

（ 水 ）

2 月 1 8 （ 火 〉

｛ 保健管理セ ンタ ーだよ り ｝
～ 友 達 を 大 切 に ～

．その 1
・ 先生 ！ 友達を作 り た いのですが， ど う すれば作れ

ま すか ？
・ どんな人 と 友達になれば， 自分を裏切 ら な いで信
頼で き る友達 に な れ ま すか ？

・ お母 さ んが今 ま で友達を選んで く れて いたので，
今 ど う し て友達を選べばよ いかわか ら な い一一0

・ 高校時代の友達が， 他大学へ進学 し て し ま っ たの
で話 し 相手が欲 し い 一一等友人を求めて来所す る
学生。

・ ク ラ ブ， サー ク ルでの先輩後輩関係0
． レ ギ ュ ラ ー か ら はず さ れた。
・ リ ー ダー と し て， 部員の ま と め と 責任一一0
・ ア ルバイ ト 先で， 店長 と の ト ラ ブル。
－ 下宿先で， 同宿者 と の ト ラ ブル。
・ 卒業生の就職先での ト ラ ブルー一等， 人間関係，

助 教 授
（ カ ウ ン セ ラ ー〉

たか お

高 尾 テ ル ノ

対人関係の問題で来所す る学生が年 々 僅かであ る
が増えて き て い る。

一方， 自 分か ら 友達を拒否 or 避 けて い る 学生
も い る 。
例えば ・ 友達を欲 し い と は思わ な い。 煩わ し い，
お金がかか り ， 付 き 合 っ て い る 時間がな い。

－ 大学へ は， 勉強に来て い る のであ っ て， 友達 と 遊
んで い る 暇な どな い。

・ みんな， 何を く だ ら な い話を し て い る のだろ う か、
そ ん な時間があ る の な ら読書すれば良 い の に。

－ 友達が い な く て淋 し い と 思 っ た こ と はな い。 テ レ
ビがあ り ， フ ァ ミ コ ン ， ラ ジ カ セがあ る ～ 1 .5の
時代～

・ 他人に気遣 いす る のがいやだ。
－ 他人の ご機嫌を伺 う の は， 真 っ 平 ご、免 ！
・ 自 分のや り た い こ と を優先 し た い。 一度の人生だ
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か ら他人の た め に拘束 さ れた り ， 妥協す る の は い
やだ一一一等 自 己中心型で 自分に と っ て都合 よ く 生
き る のが最 も よ い考え方 と す る 独善的学生がやや
多 く ， 対人関係の問題で来所す る学生の多 く は，
課外活動に加入 し て い な い。
人間関係， 対人関係の ト ラ ブルは， 学生時代だけ

でな く ， いつの世に も あ る こ と で， 社会人 に な っ て
も 職場や家庭での ト ラ ブルがあ り ， 時に は， ス ト
レ ス の要因に も な る 。

こ の様 な ト ラ ブ ル を 少 し で も 解消 す る （和 ら げ
る ） に は， 先ず 自 己を知 る こ と で はなかろ う か。

自分の顔や容姿を見 る に は， 鏡を見ればよ い。 自
己を知 る に は鑑 （他者〉 を見るが よ い。

他者を媒介 と し て 自 己があ る 。
他者を知 り ， 理解す る こ と に よ っ て 自 己 を知 る

（ 自 己理解） こ と が出来， 多 く の他者に出会 う こ と
に よ っ て， 自 己理解が深ま る のではなかろ う か。

例えば， 育 っ た背景や生活環境， 価値観， 考え方
等諸 々 の因子 ・ 要素を含有 し た人聞を数字の 「 5 J 
で表 し 「 2 + 3 = 5 」 を I と 仮定 し よ う 。 友人 知
人の育 っ た背景， 生活環境， 価値観， 考え方が I と
全 く 同 じ であれば， 意気投合 して直 ぐ話 し相手にな
り 友達になれる だ ろ う 。 し か し そ れ は， 皆無 に近い。
周辺には 「 3 + 2 = 5 J 「 1 + 4 = 5 」 「 6 - 1 =
5 J そ の他諸 々 の考え方をす る 人 も い る だ ろ う 。

I は， 「 2 + 3 = 5 J が絶対の も の と して固執 し，
他を疎外 し 変人 と して フ ィ ー リ ン グが合わ な い，
イ ン ス ピ レ ー シ ョ ンが合わ な い， 嫌いな タ イ プだ等
主観的な好みで， 避けた り ， 無視 し た り し て い な い
だろ う か。

しか し 他の諸 々 の人達は， I に無い も のを持 っ
て い る 。 こ こ で I は， 他者 は， 自 分 に無い何かを
持 っ て い る こ と に気付 き ， 他者を尊敬 し 刺激を受
け， 学ぶ気持ちで いれば， 他者を恨んだ り ， 憎悪 し
た り ， 避け る こ と は し な いだ ろ う 。

「友人 は我が師であ り ， 親であ る 」
私達人間 は， 一人で は生 き て い け な い。 他者の支

え や援助がる っ て， 今を生 き て い る のて毛虫 ， 未来

に生 き て行 く ので あ る 。 ～我々 全て， 共 命 の鳥な
のであ る～

今， あ な たの傍にい る友人， 知人， 同僚を大切に
し ， 多 く の友達が出来る よ う 心掛 け よ う 。
（注） 共命鳥一一 一身二頭二心。 生命を共に し て

い る美声の鳥。

.その 2

富山大学平成元年度入学生1 ,062名 （無作為） の
生活意識調査結果か ら ， 対人関係， 友人関係 に 関連
す る 項 目 のみ抜枠す る と ， 次の様な結果が表れた。
A 悩みの有無

悩みが全 く な い （25 .3%） ， 悩みが あ る （74 . 7
% N 793) 

B 悩みの内容 （14項 目 の中〉
友人関係， 恋愛問題 （19.6%)

c 悩みの解決方法 （ 8 項 目 中〉
ひ と り で考え る （50.7%） 友人に相談す る
(38 .6%) 

D 親友の有無
向性でい る （59 .2%） 異性で い る （1 .7%)
両方共い る (18 . 3%） い な い （20.8%)

E 対人関係で難 し く 感 じ てい る の は
親子関係 （6.0%） 兄弟姉妹関係 （0.7%） 友人
関係 （22.4%)
異性関係 （22 .7%） 先 ・ 後輩関係 （9 .8%） 先
生 と の関係 （0.9%)
感 じ た こ と な し （35 .6%） そ の他 （1 .9%)

F 日 常生活上の行動 ・ 習慣 と して人 と の交際が出
来な く な る の は と て も や り き れな い～に対 し て
肯定 し て い る の は， 81 .9% （男子76 .7%， 女子
89 .6%） で男子よ り も 女子に多か っ た。

G 自分の方か らすすんで友達をつ く っ てい く の は，
56 .9% （男子53 . 1%， 女子62 .4%）。

H 孤独を強 く 感 じ た り す る こ と があ る 。 44. 0% 
（男子41 .5%， 女子47.5%） であ っ た。

上記結果か ら ， D の親友の い な い約21% （実際に
は数字が も っ と 多 い と 予想 さ れ る ） の こ と か ら セ ン
タ ー と して， い ろ い ろの機会を設けて何 ら かの援助
を して行 き た い と 思 っ て い る 。 ～語 ら いの場， 合宿
セ ミ ナ ー な ど～

ま た F , G の質問に対 して男子よ り も女子 に%が
高 い こ と は領 け るが， H の孤独を強 く 感ず る に対 し
て， 女子の%が高い こ と にやや驚ろ く 。 し か し 男性
は一般に， 人生に つ いて積極的であ り ， 本能的に切
り 開 いていかねばな ら な い， 困難を乗 り 越え る だ け
の気力を持 っ て お り ， 女性 は， やや家庭的， 消極的
面があ る 故の現れか と も考え ら れ る 。

－EA

 

A性



キ ャ ン パ スの草本誌 (7) 

ニ ワ ゼ キ シ ョ ウ （Sisyrinchiu m atlanticu m Bickn. ) ア ヤ メ 科

一手入れの よ い庭に生え るー

ニ ワ ゼキ シ ョ ウ は， 北ア メ リ カ 原産の帰化植物で，
明治の中 ごろ渡来 し た と さ れて い る 。 今で は全国的
に広が り ， 庭や芝地な どで見 ら れ る 。 名前は細長い
葉の形をサ ト イ モ科の セ キ シ ョ ウ に見立ててつ いた。

草丈 は低 く 15cm内外， 花 も 小さ いが， ハ ナ シ ョ ウ
プ と 同様に ア ヤ メ 科の基本を備えて い る。 花被片 は
6 個で， め しべの先が 3 裂 し お し べ は 3 個 あ る 。
花期 は 5 ～ 6 月 。 花茎の先の琶葉か ら ， 白色ま た淡
紅紫色の小花をつ け る 。 お し べ は下部で球形に合生
し 表面に黄色 い腺毛があ る。

茎 は属平で両側 に狭い翼が あ る 。 葉 も 属平で細長
い。 多 く の葉は茎の脚部で抱 き 合 っ て剣状 に ま っ す
ぐ の び る 。 葉の基部 は ア ヤ メ やハ ナ シ ョ ウ ブの よ う
に， 断面が V字形の鞘状を し て い る 。 こ の 内側が葉
の表で， 外側が裏であ る。 と こ ろで葉 は基部か ら遠
ざかる と ， 内側の表 ど う し が く っ つ いて表がな く な
る 。 それでニ ワ ゼキ シ ョ ウ の葉は， 両面共， 葉の裏
と い う こ と に な る 。 こ の よ う な葉を単面葉 と 呼んで
い る 。

本学キ ャ ンパ ス で は本通 り 両側の芝地や， 中庭な
どで数多 く 見 ら れ る 。 あ る 教官が， 「花が可愛 いの

で家の庭に一株移植 し た と こ ろ ， は び こ り 過 ぎて，
今で は絶やす の に苦労 し て い る 。 J と お っ し ゃ っ た。
こ れを別の見方で見 る と ， それだ け庭の手入れが よ
い証拠だ と い え る 。 定期的な 除草や， 芝生の手入れ
は， ほかの雑草を抑え る が， 一方で はニ ワ ゼキ シ ョ
ウ の生育を助け る 。 名前のニ ワ （庭） が示す よ う に，
ニ ワ ゼキ シ ョ ウ は適当 に人の干渉を受け る と こ ろ で
生育す る。

教育学部教授
なが い しん り ． う

長 井 真 隆

ニ ワ ゼキ シ ョ ウ の花の群れ

く く く ． 学園 ニ ュ ー ス編集委員 ． ＞ ＞ ＞  

学 生 部 長 増 田 信 彦 理 学 部 広 岡 公 夫

人 文 学 部 河 村 貞 枝
，， 鳴 橋 直 弘

／／ 大工原 ち なみ 工 学 部 島 崎 長一郎

教 育 学 部 呉 羽 長
，， 杉 本 益 規

／／ 原 田 嘉 昭 教 養 部 高 安 和 子

経 済 学 部 伊 藤 格 夫
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，， 松 井 隆 幸
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